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(57)【要約】
　通信デバイス（３－１）が中継移動体通信デバイス（
３－３）に測定レポートを提供するシステム（１）が開
示される。通信デバイス（３－１）は、中継移動体通信
デバイス（３－３）によって操作される中継セルに接続
し、少なくとも１つのセルに関する測定報告をトリガす
るための少なくとも１つのトリガイベントのための構成
データを受信する。通信デバイス（３－１）は、測定を
行い、トリガイベントが生じているときに中継移動体通
信デバイス（３－３）に測定レポートを送信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のセルを備える通信ネットワークに測定レポートを提供するための移動体通信デバ
イスであって、
　前記複数のセルのうちの中継セル内で、中継移動体通信デバイスに接続するための手段
であって、前記中継セルが中継移動体通信デバイスによって操作される手段と、
　前記中継移動体通信デバイスから、前記複数のセルのうちの少なくとも１つのセルでの
測定を構成するための構成データを受信するための手段であって、前記構成データが、前
記複数のセルのうちの少なくとも１つのセルに関する測定報告をトリガするための少なく
とも１つのトリガイベントを定義する手段と、
　前記受信された構成データに基づいて、前記少なくとも１つのセルで測定を実施するた
めの手段と、
　前記測定の結果に基づいて、前記トリガイベントが生じているか否かを判断するための
手段と、
　前記トリガイベントが生じていると判断されたときに、前記中継移動体通信デバイスに
測定レポートを送信するための手段と
を備える移動体通信デバイス。
【請求項２】
　複数のセルを備える通信ネットワーク内で中継セルを操作するため、およびさらなる移
動体通信デバイスから測定レポートを取得するための中継移動体通信デバイスであって、
　前記中継セルを操作するための手段と、
　前記中継セル内で前記さらなる移動体通信デバイスとの接続を確立するための手段と、
　前記さらなる移動体通信デバイスに構成データを送信するための手段であって、前記構
成データが、前記複数のセルのうちの少なくとも１つのセルに関する測定報告をトリガす
るための少なくとも１つのトリガイベントを定義する手段と、
　前記トリガイベントの発生に応答して、前記さらなる移動体通信デバイスから測定レポ
ートを受信するための手段と
を備える中継移動体通信デバイス。
【請求項３】
　前記受信された測定レポートに基づいて、前記さらなる移動体通信デバイスのハンドオ
ーバを開始するための手段をさらに備える請求項２に記載の移動体通信デバイス。
【請求項４】
　前記中継移動体通信デバイスが接続される基地局に前記測定レポートを送信するための
手段をさらに備える請求項２に記載の移動体通信デバイス。
【請求項５】
　前記測定レポートに応答して、前記さらなる移動体通信デバイスのハンドオーバを開始
するためのメッセージを前記基地局から受信するための手段と、前記さらなる移動体通信
デバイスの前記ハンドオーバを開始するためのメッセージを前記さらなる移動体通信デバ
イスに送信するための手段とをさらに備える請求項４に記載の移動体通信デバイス。
【請求項６】
　それぞれの非ＬＴＥインターフェースを介して、基地局と通信するように、および／ま
たは前記さらなる移動体通信デバイスと通信するように動作可能である請求項２～５のい
ずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項７】
　「ＵＥＲ－Ｕｕ」インターフェースなど、それぞれのＬＴＥインターフェースを介して
前記さらなる移動体通信デバイスと通信するように動作可能である請求項２～５のいずれ
か一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項８】
　ＵＭＴＳ、ＨＳＰＡ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＣＤＭＡ、またはＷｉＭＡＸインターフェースのう
ちの任意のインターフェースなど、それぞれの非ＬＴＥインターフェースを介して、基地
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局と通信するように、および／または前記さらなる移動体通信デバイスと通信するように
動作可能である請求項２～５のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのセルは、ハンドオーバ先となり得る候補セルを含む請求項１～８
のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項１０】
　前記構成データは、前記測定の結果がしきい値を満たすまたは上回るときに生じるトリ
ガイベントに関する条件を定義する請求項１～９のいずれか一項に記載の移動体通信デバ
イス。
【請求項１１】
　前記構成データは、前記測定の結果が１つの（またはさらなる）しきい値を満たすまた
は下回るときに生じるトリガイベントに関する条件を定義する請求項１～１０のいずれか
一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項１２】
　前記または各しきい値は、前記構成データ内に提供される値を含む請求項１０または１
１に記載の移動体通信デバイス。
【請求項１３】
　前記構成データは、前記測定の結果が前記複数のセルのうちのさらなるセルに関する対
応する測定の結果に一致するまたは上回るときに生じるトリガイベントに関する条件を定
義する請求項１～１２のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項１４】
　前記構成データは、前記測定の結果が前記複数のセルのうちの１つ（または複数）のさ
らなるセルに関する対応する測定の結果に一致するまたは下回るときに生じるトリガイベ
ントに関する条件を定義する請求項１～１３のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス
。
【請求項１５】
　前記構成データは、トリガすべきイベントに関して、前記測定の結果が前記複数のセル
のうちのさらなるセルに関するしきい値または対応する測定値を上回るまたは下回る範囲
を定義する少なくとも１つのヒステリシス（および／またはオフセット）を定義する請求
項１０～１４のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項１６】
　前記測定の前記結果は、前記複数のセルのうちの前記少なくとも１つのセルの信号条件
の尺度を含む請求項１～１５のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項１７】
　前記構成データは、前記少なくとも１つのセルでの信号条件が、前記通信デバイスが現
在接続されている前記中継セルでの信号条件よりも良いときに生じるトリガイベントに関
する進入条件を定義する請求項１６に記載の移動体通信デバイス。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのトリガイベントは、さらなる中継移動体通信デバイスによって操
作される少なくとも１つの中継セルに関する測定報告をトリガするための中継器特有トリ
ガイベントを含む請求項１～１７のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項１９】
　前記構成データは、（ａ）前記少なくとも１つの中継セルでの信号条件が、前記通信デ
バイスが現在接続されている前記中継セルでの信号条件よりも良いときに生じるトリガイ
ベントに関する進入条件をさらに定義する請求項１８に記載の移動体通信デバイス。
【請求項２０】
　前記構成データは、（ａ）前記通信デバイスが現在接続されている前記中継セルでの信
号条件がしきい値を下回るときに生じるトリガイベントに関する進入条件をさらに定義す
る請求項１８または１９に記載の移動体通信デバイス。
【請求項２１】
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　前記構成データは、（ａ）前記少なくとも１つの中継セルでの信号条件が、前記通信デ
バイスが現在接続されている前記中継セルでの信号条件よりも良く、かつ（ｂ）前記少な
くとも１つの中継セルでの信号条件が、非中継隣接セルでの信号条件よりも良いときに生
じるトリガイベントに関する進入条件をさらに定義する請求項１８～２０のいずれか一項
に記載の移動体通信デバイス。
【請求項２２】
　前記構成データは、（ａ）前記少なくとも１つの中継セルでの信号条件が、前記通信デ
バイスが現在接続されている前記中継セルでの信号条件よりも良く、（ｂ）前記少なくと
も１つの中継セルでの信号条件が、非中継隣接セルでの信号条件よりも良く、かつ（ｃ）
前記現在の中継セルでの信号条件がしきい値を下回るときに生じるトリガイベントに関す
る進入条件をさらに定義する請求項１８～２１のいずれか一項に記載の移動体通信デバイ
ス。
【請求項２３】
　前記構成データは、（ａ）前記少なくとも１つの中継セルでの信号条件が第１のしきい
値よりも良く、かつ（ｂ）前記通信デバイスが現在接続されている前記中継セルでの信号
条件が第２のしきい値を下回るときに生じるトリガイベントに関する進入条件を定義する
請求項１８～２２のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項２４】
　前記構成データは、（ｃ）隣接するセルでの信号条件も前記第２のしきい値を下回ると
きに生じるトリガイベントに関する進入条件を定義する請求項２３に記載の移動体通信デ
バイス。
【請求項２５】
　前記構成データは、（ａ）前記少なくとも１つの中継セルでの信号条件が、前記通信デ
バイスが現在接続されている前記中継セルでの信号条件よりも良く、かつ（ｂ）非中継隣
接セルでの信号条件がしきい値を下回るときに生じるトリガイベントに関する進入条件を
さらに定義する請求項１８～２３のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項２６】
　前記構成データは、（ａ）前記少なくとも１つの中継セルでの信号条件が非中継隣接セ
ルでの信号条件よりも良いときに生じるトリガイベントに関する進入条件を定義する請求
項１８～２３のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項２７】
　前記測定の前記結果は、参照信号受信電力「ＲＳＲＰ」；参照信号受信品質「ＲＳＲＱ
」；受信信号強度インジケータ「ＲＳＳＩ」；および希望波受信電力「ＲＳＣＰ」の少な
くとも１つの尺度を含む請求項１～２６のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項２８】
　前記構成データは、周期的なトリガイベントを定義する請求項１～２７のいずれか一項
に記載の移動体通信デバイス。
【請求項２９】
　前記構成データは、前記少なくとも１つのセルに進入するためおよび前記少なくとも１
つのセルから退出するための様々な条件を定義するためにヒステリシス値を含む請求項１
～２８のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項３０】
　前記構成データは、タイマ値を含み、（ａ）前記タイマの始動時に前記進入条件が満た
されており、かつ（ｂ）前記タイマが作動している間に前記退出条件が満たされないとき
に生じるトリガイベントを定義する請求項２９に記載の移動体通信デバイス。
【請求項３１】
　前記測定レポートは、前記トリガイベントの識別および前記セルの識別を含む請求項１
～３０のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項３２】
　前記測定レポートは、前記セルでの受信された電力レベルに関する情報を含む請求項１
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～３１のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項３３】
　少なくとも１つのさらなるセルでの測定を構成するための追加の構成データを受信する
ための手段をさらに備え、前記追加の構成データが、基地局セルに特有の少なくとも１つ
のトリガイベントを含む請求項１～３２のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項３４】
　前記通信デバイスは、無線リソース制御「ＲＲＣ」シグナリングを使用して、前記構成
データを受信するように、および／または前記測定レポートを送信するように動作可能で
ある請求項１～３３のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項３５】
　前記通信デバイスは、非無線リソース制御「ＲＲＣ」シグナリングプロトコルを使用し
て、前記構成データを受信するように、および／または前記測定レポートを送信するよう
に動作可能である請求項１～３３のいずれか一項に記載の移動体通信デバイス。
【請求項３６】
　前記通信デバイスは、前記非無線リソース制御「ＲＲＣ」シグナリングプロトコルを使
用して送信されたメッセージにおいて、前記構成データをカプセル化するように、および
／または前記測定レポートを送信するように動作可能である請求項３５に記載の移動体通
信デバイス。
【請求項３７】
　移動電話、個人用携帯情報端末、ラップトップコンピュータ、ウェブブラウザ、および
電子ブックリーダの少なくとも１つを備える請求項１～３６のいずれか一項に記載の移動
体通信デバイス。
【請求項３８】
　複数のセルを備える通信ネットワーク用の基地局であって、
　中継移動体通信デバイスとの接続を確立するための手段であって、前記中継移動体通信
デバイスが前記複数のセルのうちの中継セルを操作する手段と、
　さらなる移動体通信デバイスによって、前記複数のセルのうちの前記少なくとも１つの
セルでの測定の構成を開始するためのメッセージを前記中継通信デバイスに送信するため
の手段とを備え、前記構成が、前記複数のセルのうちの少なくとも１つのセルに関する測
定報告をトリガするための少なくとも１つのトリガイベントを定義する構成データに基づ
く
基地局。
【請求項３９】
　前記中継移動体通信デバイスから測定レポートを受信するための手段をさらに備え、前
記測定レポートは、前記さらなる移動体通信デバイスに関係する請求項３８に記載の基地
局。
【請求項４０】
　前記受信された測定レポートに基づいて、前記さらなる移動体通信デバイスのハンドオ
ーバを開始するための手段をさらに備える請求項３９に記載の基地局。
【請求項４１】
　前記受信された測定レポートに基づいて、前記通信デバイスに関するハンドオーバター
ゲットセルを選択するための手段をさらに備える請求項４０に記載の基地局。
【請求項４２】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ基地局を含む請求項３８～４１のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項４３】
　前記基地局と、中継デバイスとして操作するように構成された通信デバイスとの間で「
ＵＥＲ－Ｕｎ」インターフェースを提供するための手段をさらに備える請求項３８～４１
のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項４４】
　前記構成データを生成するための手段をさらに備え、開始のための前記メッセージは、
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前記構成データを含む請求項３８～４３のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項４５】
　開始のための前記メッセージは、前記中継移動体通信デバイスでの前記構成データの生
成を開始するように構成される請求項３８～４３のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項４６】
　請求項１～３７のいずれか一項に記載の少なくとも１つの移動体通信デバイスと、請求
項３８～４５のいずれか一項に記載の基地局とを備えるシステム。
【請求項４７】
　移動体通信デバイスによって実施される、複数のセルを備える通信ネットワークに測定
レポートを提供する方法であって、
　前記複数のセルのうちの中継セル内で、中継移動体通信デバイスに接続するステップで
あって、前記中継セルが中継移動体通信デバイスによって操作されるステップと、
　前記中継移動体通信デバイスから、前記複数のセルのうちの少なくとも１つのセルでの
測定を構成するための構成データを受信するステップであって、前記構成データが、前記
複数のセルのうちの少なくとも１つのセルに関する測定報告をトリガするための少なくと
も１つのトリガイベントを定義するステップと、
　前記受信された構成データに基づいて、前記少なくとも１つのセルで測定を実施するス
テップと、
　前記測定の結果に基づいて、前記トリガイベントが生じているか否かを判断するステッ
プと、
　前記トリガイベントが生じていると判断されたときに、前記中継移動体通信デバイスに
測定レポートを送信するステップと
を含む方法。
【請求項４８】
　中継移動体通信デバイスによって実施される、複数のセルを備える通信ネットワーク内
で中継セルを操作し、さらなる移動体通信デバイスから測定レポートを取得するための方
法であって、
　前記中継セル内で前記さらなる移動体通信デバイスとの接続を確立するステップと、
　前記さらなる移動体通信デバイスに構成データを送信するステップであって、前記構成
データが、前記複数のセルのうちの少なくとも１つのセルに関する測定報告をトリガする
ための少なくとも１つのトリガイベントを定義するステップと、
　前記トリガイベントの発生に応答して、前記さらなる移動体通信デバイスから測定レポ
ートを受信するステップと
を含む方法。
【請求項４９】
　複数のセルを備える通信ネットワークのための基地局によって実施される方法であって
、
　中継移動体通信デバイスとの接続を確立するステップであって、前記中継移動体通信デ
バイスが前記複数のセルのうちの中継セルを操作するステップと、
　さらなる移動体通信デバイスによって、前記複数のセルのうちの前記少なくとも１つの
セルでの測定の構成を開始するためのメッセージを前記中継通信デバイスに送信するステ
ップとを含み、前記構成が、前記複数のセルのうちの少なくとも１つのセルに関する測定
報告をトリガするための少なくとも１つのトリガイベントを定義する構成データに基づく
方法。
【請求項５０】
　請求項１～３７のいずれか一項に記載の通信デバイスとして、または請求項３８～４５
のいずれか一項に記載の基地局としてプログラマブルコンピュータデバイスが構成される
ようにするためのコンピュータ実装可能命令を備えるコンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、移動または固定通信デバイスに通信サービスを提供するための通信システム
およびその構成要素に関する。本発明は、排他的にではないが、特に、第３世代パートナ
ーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）によって現在開発されているロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ）通信システムにおいて中継器として動作するユーザ機器からの／ユーザ
機器へのハンドオーバを提供することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥネットワークでは、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の基地局（
すなわちｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ、ｅＮＢ）が、コアネットワーク（ＣＮ）と、基地
局のカバレッジエリア内に位置されたユーザ機器（ＵＥ）との間でデータおよびシグナリ
ングを送信する。
【０００３】
　３ＧＰＰ規格書のＲｅｌ－１０では、通常の基地局に加えて、基地局によって操作（op
erate）されるセルでのカバレッジ拡張を実現するために、例えばユーザ機器に関する高
データレートのカバレッジの改良、一時的ネットワーク展開の改良、セルエッジスループ
ットの改良、および／または新たなセルエリア内でのカバレッジの提供のためのツールと
して、中継基地局（中継ノード）が導入された。中継は、ドナー基地局（ＤｅＮＢ）にワ
イヤレスで接続された中継ノードを有することによって実現される。ＤｅＮＢは、それ自
体の「ドナー」セルをサービス（serve）することに加えて、Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖ
ｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ；進化
型ユニバーサル地上無線アクセス）無線インターフェースの修正バージョンによってＲＮ
（したがってこの中継ノードに接続された任意のユーザ機器）をサービスする。修正型の
インターフェースは、「ＲＮ－Ｕｎ」インターフェースと呼ばれる。３ＧＰＰ規格書は、
ＴＳ　３６．３００　ｖ１１．３．０のセクション４．７（その内容を参照により本明細
書に援用する）で、ＲＮのアーキテクチャ、およびＲＮがそれらのドナー基地局との接続
を確立する方法を定義する。移動ＲＮ（ＭＲＮ）も、検討項目としてＲｅｌ－１１に含ま
れており、展開使用例は、主に、中継ノードが電車に取り付けられて電車と共に移動する
高速電車に焦点を当てられている。
【０００４】
　各ＲＮは、基地局の機能の多くの側面を与えられ、したがって、「ＲＮ－Ｕｕ」インタ
ーフェースと呼ばれるワイヤレスインターフェースを介して、それ自体の「中継」セル内
のユーザ機器をサービスする基地局として作用することが可能である。したがって、中継
セルでのユーザ機器の観点からは、ＲＮは、従来のＬＴＥ基地局と見られる。典型的には
、ＲＮは、複数のＵＥをサービスし、したがって、これらのＵＥ全てに関する集約データ
が「ＲＮ－Ｕｎ」インターフェースを通り過ぎなければならない。しかし、ＲＮは、基地
局機能に加えて、例えば物理層、レイヤ２、無線リソース制御（ＲＲＣ）、および非アク
セス層（ＮＡＳ）の機能の多くの側面を含めたＵＥ機能の一部もサポートし、ＤｅＮＢに
ワイヤレスで接続することができる。
【０００５】
　ＤｅＮＢは、ＤｅＮＢとユーザ機器との間の従来の「Ｕｕ」インターフェースを介して
、それ自体のセルにキャンプ（camp）されたユーザ機器との「直接的な」通信を取り扱う
ことが可能である。また、ＤｅＮＢは、「ＲＮ－Ｕｎ」インターフェース、ＲＮ、および
「ＲＮ－Ｕｕ」インターフェースを介して、中継セルにキャンプされたユーザ機器との「
間接的な」通信を取り扱うことも可能である。
【０００６】
　移動電話（または他のユーザ機器）は、通信システムによってカバーされたエリア内を
動き回るとき、信号条件および他の要件、例えば特定の移動電話によって要求されるサー
ビスの品質、使用されるサービスのタイプ、全体的なシステム負荷などに応じて、１つの
セル（すなわち、基地局または中継ノードによって操作されるサービングセル）から別の
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適切なセルにハンドオーバされる。移動電話を新たなセルにハンドオーバするためのトリ
ガは、現在の基地局セルおよび／または隣接基地局セルに関して特定の移動電話によって
行われる信号測定に基づくことがある。測定は、隣接するセルによってブロードキャスト
されるセル参照信号（ＣＲＳ）またはチャネル状態参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）の強度を測
定することを含むことがある。使用される技術によっては、移動電話はまた、任意の所与
のセルで、そのセルで使用されるアクセス技術に応じて、そのセルの参照信号受信電力「
ＲＳＲＰ」、参照信号受信品質「ＲＳＲＱ」、受信信号強度インジケータ「ＲＳＳＩ」、
および希望波受信電力「ＲＳＣＰ」のいずれか１つを測定することによって、信号条件を
決定することもできる。
【０００７】
　信号測定が、現行のサービングセルとは異なるセルで、より好ましい信号条件を示すと
き、移動電話は、その好ましい信号条件についてサービング基地局に通知し、その通知に
基づいて、基地局は、この新たなセルへのハンドオーバ手続きを開始することができる。
したがって、ハンドオーバの決定およびターゲットセルの選択は、移動電話から受信され
る通知を考慮に入れることによって、サービング基地局によって行われる。トリガのタイ
プおよび関連の測定は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１　ｖ１１．１．０規格のセクショ
ン５．５．４に詳述されており、その内容を参照により本明細書に援用する。特に、上記
の規格は、基地局がそのセル内のユーザ機器に関して構成することができる８つの異なる
イベントタイプ（例えば、イベントＡ１～Ａ６、Ｂ１、およびＢ２）に関係付けられる測
定レポートトリガを定義する。まとめると、各イベントは、測定された信号条件が所定の
基準を満たすシナリオに関する。特定のイベントが生じる（すなわち、測定された信号条
件が関連の所定の基準を満たす）とき、イベントタイプおよび関連のパラメータを記述す
るイベントレポートの伝送がトリガされる。例えば、移動電話のサービングセルでの測定
される信号条件（任意選択で、既定のオフセット値によってさらに修正される）が既定の
しきい値よりも悪くなる（または隣接するセルにおいて信号条件がより良くなる）場合、
イベントが生じることがある。３ＧＰＰは、特に中継ノードに関係付けられるイベントを
導入していない。なぜなら、ネットワークの観点からは、中継ノードは、基地局として扱
われるからである（実際、中継ノードセルは、移動電話のための基地局セルと見られる）
。
【０００８】
　全体のモビリティシーケンスのさらなる詳細は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３００規格の
セクション１０．１．２に記載されており、そこでは、基地局による測定の構成およびそ
の後のハンドオーバのトリガが記載されている。
【０００９】
　近年、３ＧＰＰは、互いに近位にある移動電話間での直接のデバイスツーデバイス（Ｄ
２Ｄ）通信の可能性をもたらした。Ｄ２Ｄ通信の場合、ユーザデータは、無線アクセスネ
ットワークおよびコアネットワークを介してルーティングする必要なく２つ（以上）の移
動電話の間で交換され、その一方で、各関連の移動電話とそれらそれぞれの基地局との間
の制御リンクを維持する。それにより、ＬＴＥネットワークでは、Ｄ２Ｄ通信は、継続的
なネットワーク制御の下で、関連の移動電話がネットワークのカバレッジ内で動作してい
る状態でのみ実施される。Ｄ２Ｄ手法は、基地局に利用可能な貴重な無線リソースのより
効率的な使用をもたらす。例示的なＤ２Ｄ通信は、「Ｆｅａｓｉｂｉｌｉｔｙ　Ｓｔｕｄ
ｙ　ｆｏｒ　Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ」という名称の３ＧＰＰ文書ｎｏ．
Ｓ１－１１３３４４に提示されている。
【００１０】
　また、有益には、移動電話間の直接の通信チャネルを使用して、１つの移動電話が別の
移動電話のためのデータおよびシグナリングを（すなわち、サービング基地局に／サービ
ング基地局から）中継するときに、ＵＥベースの中継機能を実装することもできる。中継
移動電話は、この文書を通じて、ＵＥ中継器（ＵＥ－Ｒ）と呼ばれている。そのようなＵ
Ｅベースの中継機能は、有益には、サービング基地局のセルカバレッジ、および／または
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ＬＴＥネットワークの負荷分散をさらに改良することができる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１１】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３００　ｖ１１．３．０
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１　ｖ１１．１．０
【非特許文献３】「Ｆｅａｓｉｂｉｌｉｔｙ　Ｓｔｕｄｙ　ｆｏｒ　Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ
　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ」という名称の３ＧＰＰ文書ｎｏ．Ｓ１－１１３３４４
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかし、現在の規格は、そのようなＵＥベースの中継に対応しておらず、また、ＵＥ中
継器によって操作されるセルから／セルに移動電話をハンドオーバすることも可能でない
。ＵＥ中継器が通常の中継ノードとして扱われた場合でさえ、既存のハンドオーバ技法は
適用可能でない。なぜなら、（移動中継ノードまたはＭＲＮを含む）既存の中継ノードは
、ネットワークオペレータによって展開され、したがってネットワークインフラストラク
チャの一部を成すが、ＵＥベースの中継は、多かれ少なかれアドホックで提供されるから
である。
【００１３】
　したがって、本発明は、上記の問題の１つまたは複数を克服する、または少なくとも軽
減する改良された通信システム、および通信システムの改良された構成要素を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　一態様では、本発明は、複数のセルを備える通信ネットワークに測定レポートを提供す
るための移動体通信デバイスであって、前記複数のセルのうちの中継セル内で、中継移動
体通信デバイスに接続するための手段であって、前記中継セルが中継移動体通信デバイス
によって操作される手段と、前記中継移動体通信デバイスから、前記複数のセルのうちの
少なくとも１つのセルでの測定を構成するための構成データを受信するための手段であっ
て、前記構成データが、前記複数のセルのうちの少なくとも１つのセルに関する測定報告
をトリガするための少なくとも１つのトリガイベントを定義する手段と、前記受信された
構成データに基づいて、前記少なくとも１つのセルで測定を実施するための手段と、前記
測定の結果に基づいて、前記トリガイベントが生じているか否かを判断するための手段と
、前記トリガイベントが生じていると判断されたときに、前記中継移動体通信デバイスに
測定レポートを送信するための手段とを備える移動体通信デバイスを提供する。
【００１５】
　別の態様では、本発明は、複数のセルを備える通信ネットワーク内で中継セルを操作す
るため、およびさらなる移動体通信デバイスから測定レポートを取得するための中継移動
体通信デバイスであって、上記中継セルを操作するための手段と、前記中継セル内で上記
さらなる移動体通信デバイスとの接続を確立するための手段と、上記さらなる移動体通信
デバイスに構成データを送信するための手段であって、前記構成データが、前記複数のセ
ルのうちの少なくとも１つのセルに関する測定報告をトリガするための少なくとも１つの
トリガイベントを定義する手段と、前記トリガイベントの発生に応答して、上記さらなる
移動体通信デバイスから測定レポートを受信するための手段とを備える中継移動体通信デ
バイスを提供する。
【００１６】
　移動体通信デバイスは、受信された測定レポートに基づいて、上記さらなる移動体通信
デバイスのハンドオーバを開始するための手段をさらに備えることができる。
【００１７】
　移動体通信デバイスは、中継移動体通信デバイスが接続される基地局に前記測定レポー
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トを送信するための手段をさらに備えることができる。
【００１８】
　移動体通信デバイスは、測定レポートに応答して、上記さらなる移動体通信デバイスの
ハンドオーバを開始するためのメッセージを基地局から受信するための手段と、上記さら
なる移動体通信デバイスの前記ハンドオーバを開始するためのメッセージを上記さらなる
移動体通信デバイスに送信するための手段とをさらに備えることができる。
【００１９】
　移動体通信デバイスは、それぞれの非ＬＴＥインターフェースを介して、基地局と通信
するように、および／または上記さらなる移動体通信デバイスと通信するように動作可能
でよい。
【００２０】
　移動体通信デバイスは、「ＵＥＲ－Ｕｕ」インターフェースなど、それぞれのＬＴＥイ
ンターフェースを介して上記さらなる移動体通信デバイスと通信するように動作可能でよ
い。
【００２１】
　移動体通信デバイスは、ＵＭＴＳ、ＨＳＰＡ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＣＤＭＡ、またはＷｉＭＡ
Ｘインターフェースのうちの任意のインターフェースなど、それぞれの非ＬＴＥインター
フェースを介して、基地局と通信するように、および／または上記さらなる移動体通信デ
バイスと通信するように動作可能でよい。
【００２２】
　上記少なくとも１つのセルは、ハンドオーバ先となり得る候補セルを含むことがある。
【００２３】
　構成データは、前記測定の結果がしきい値を満たすまたは上回るときに生じるトリガイ
ベントに関する条件を定義することができる。
【００２４】
　構成データは、前記測定の結果が１つの（またはさらなる）しきい値を満たすまたは下
回るときに生じるトリガイベントに関する条件を定義することができる。上記しきい値ま
たは各しきい値が、前記構成データ内に提供される値を含むことがある。
【００２５】
　構成データは、前記測定の結果が前記複数のセルのうちのさらなるセルに関する対応す
る測定の結果に一致するまたは上回るときに生じるトリガイベントに関する条件を定義す
ることができる。
【００２６】
　構成データは、前記測定の結果が前記複数のセルのうちの１つ（または複数）のさらな
るセルに関する対応する測定の結果に一致するまたは下回るときに生じるトリガイベント
に関する条件を定義することができる。
【００２７】
　構成データは、トリガすべきイベントに関して、前記測定の結果が前記複数のセルのう
ちのさらなるセルに関するしきい値または対応する測定値を上回るまたは下回る範囲を定
義する少なくとも１つのヒステリシス（および／またはオフセット）を定義することがで
きる。
【００２８】
　前記測定の結果は、前記複数のセルのうちの前記少なくとも１つのセルの信号条件の尺
度を含むことがある。
【００２９】
　構成データは、前記少なくとも１つのセルでの信号条件が、前記通信デバイスが現在接
続されている中継セルでの信号条件よりも良いときに生じるトリガイベントに関する進入
条件を定義することができる。
【００３０】
　上記少なくとも１つのトリガイベントは、さらなる中継移動体通信デバイスによって操
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作される少なくとも１つの中継セルに関する測定報告をトリガするための中継器特有トリ
ガイベントを含むことがある。
【００３１】
　構成データは、（ａ）前記少なくとも１つの中継セルでの信号条件が、前記通信デバイ
スが現在接続されている中継セルでの信号条件よりも良いときに生じるトリガイベントに
関する進入条件をさらに定義することができる。
【００３２】
　構成データは、（ａ）前記通信デバイスが現在接続されている中継セルでの信号条件が
しきい値を下回るときに生じるトリガイベントに関する進入条件をさらに定義することが
できる。
【００３３】
　構成データは、（ａ）前記少なくとも１つの中継セルでの信号条件が、前記通信デバイ
スが現在接続されている中継セルでの信号条件よりも良く、かつ（ｂ）前記少なくとも１
つの中継セルでの信号条件が、非中継隣接セル（non-relay neighbour cell）での信号条
件よりも良いときに生じるトリガイベントに関する進入条件をさらに定義することができ
る。
【００３４】
　構成データは、（ａ）前記少なくとも１つの中継セルでの信号条件が、前記通信デバイ
スが現在接続されている中継セルでの信号条件よりも良く、（ｂ）前記少なくとも１つの
中継セルでの信号条件が、非中継隣接セルでの信号条件よりも良く、かつ（ｃ）現在の中
継セルでの信号条件がしきい値を下回るときに生じるトリガイベントに関する進入条件を
さらに定義することができる。
【００３５】
　構成データは、（ａ）前記少なくとも１つの中継セルでの信号条件が第１のしきい値よ
りも良く、かつ（ｂ）前記通信デバイスが現在接続されている上記中継セルでの信号条件
が第２のしきい値を下回るときに生じるトリガイベントに関する進入条件を定義すること
ができる。
【００３６】
　構成データは、（ｃ）隣接するセルでの信号条件も前記第２のしきい値を下回るときに
生じるトリガイベントに関する進入条件を定義することができる。
【００３７】
　構成データは、（ａ）前記少なくとも１つの中継セルでの信号条件が、前記通信デバイ
スが現在接続されている中継セルでの信号条件よりも良く、かつ（ｂ）非中継隣接セルで
の信号条件がしきい値を下回るときに生じるトリガイベントに関する進入条件をさらに定
義することができる。
【００３８】
　構成データは、（ａ）前記少なくとも１つの中継セルでの信号条件が、非中継隣接セル
での信号条件よりも良いときに生じるトリガイベントに関する進入条件を定義することが
できる。
【００３９】
　前記測定の結果は、参照信号受信電力「ＲＳＲＰ」；参照信号受信品質「ＲＳＲＱ」；
受信信号強度インジケータ「ＲＳＳＩ」；および希望波受信電力「ＲＳＣＰ」の少なくと
も１つの尺度を含むことがある。
【００４０】
　構成データが、周期的なトリガイベントを定義することができる。
【００４１】
　構成データは、前記少なくとも１つのセルに進入するためおよび前記少なくとも１つの
セルから退出するための様々な条件を定義するためにヒステリシス値を含むことがある。
【００４２】
　構成データは、タイマ値を含んでいてよく、（ａ）前記タイマの始動時に前記進入条件
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が満たされており、かつ（ｂ）前記タイマが作動している間に前記退出条件が満たされな
いときに生じるトリガイベントを定義する。
【００４３】
　測定レポートは、前記トリガイベントの識別および前記セルの識別を含むことがある。
【００４４】
　測定レポートは、前記セルでの受信された電力レベルに関する情報を含むことがある。
【００４５】
　移動体通信デバイスは、少なくとも１つのさらなるセルでの測定を構成するための追加
の構成データを受信するための手段をさらに備えることができ、前記追加の構成データが
、基地局セルに特有の少なくとも１つのトリガイベントを含む。
【００４６】
　通信デバイスは、無線リソース制御「ＲＲＣ」シグナリングを使用して、前記構成デー
タを受信するように、および／または前記測定レポートを送信するように動作可能でよい
。
【００４７】
　通信デバイスは、非無線リソース制御「ＲＲＣ」シグナリングプロトコルを使用して、
前記構成データを受信するように、および／または前記測定レポートを送信するように動
作可能でよい。
【００４８】
　通信デバイスは、前記非無線リソース制御「ＲＲＣ」シグナリングプロトコルを使用し
て送信されるメッセージにおいて、前記構成データをカプセル化するように、および／ま
たは前記測定レポートを送信するように動作可能でよい。
【００４９】
　移動体通信デバイスは、移動電話、個人用携帯情報端末、ラップトップコンピュータ、
ウェブブラウザ、および電子ブックリーダの少なくとも１つを備えることができる。
【００５０】
　別の態様では、本発明は、複数のセルを備える通信ネットワーク用の基地局であって、
中継移動体通信デバイスとの接続を確立するための手段であって、前記中継移動体通信デ
バイスが前記複数のセルのうちの中継セルを操作する手段と、さらなる移動体通信デバイ
スによって、前記複数のセルのうちの前記少なくとも１つのセルでの測定の構成を開始す
るためのメッセージを上記中継通信デバイスに送信するための手段とを備え、前記構成が
、前記複数のセルのうちの少なくとも１つのセルに関する測定報告をトリガするための少
なくとも１つのトリガイベントを定義する構成データに基づく基地局を提供する。
【００５１】
　基地局は、中継移動体通信デバイスから測定レポートを受信するための手段をさらに備
えることができ、測定レポートが、さらなる移動体通信デバイスに関係する。
【００５２】
　基地局は、受信された測定レポートに基づいて、上記さらなる移動体通信デバイスのハ
ンドオーバを開始するための手段をさらに備えることができる。
【００５３】
　基地局は、前記受信された測定レポートに基づいて、前記通信デバイスに関するハンド
オーバターゲットセルを選択するための手段をさらに備えることができる。
【００５４】
　基地局は、さらにＥ－ＵＴＲＡＮ基地局を含むことがある。
【００５５】
　基地局は、前記基地局と、中継デバイスとして操作するように構成された通信デバイス
との間で「ＵＥＲ－Ｕｎ」インターフェースを提供するための手段をさらに備えることが
できる。
【００５６】
　基地局は、前記構成データを生成するための手段をさらに備えることができ、開始のた
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めの前記メッセージが、前記構成データを含む。
【００５７】
　開始のためのメッセージは、前記中継移動体通信デバイスでの前記構成データの生成を
開始するように構成されてよい。
【００５８】
　別の態様では、本発明は、上記の態様の１つによる少なくとも１つの移動体通信デバイ
スと、上記の態様の１つによる基地局とを備えるシステムを提供する。
【００５９】
　別の態様では、本発明は、移動体通信デバイスによって実施される、複数のセルを備え
る通信ネットワークに測定レポートを提供する方法であって、前記複数のセルのうちの中
継セル内で、中継移動体通信デバイスに接続するステップであって、前記中継セルが中継
移動体通信デバイスによって操作されるステップと、前記中継移動体通信デバイスから、
前記複数のセルのうちの少なくとも１つのセルでの測定を構成するための構成データを受
信するステップであって、前記構成データが、前記複数のセルのうちの少なくとも１つの
セルに関する測定報告をトリガするための少なくとも１つのトリガイベントを定義するス
テップと、前記受信された構成データに基づいて、前記少なくとも１つのセルで測定を実
施するステップと、前記測定の結果に基づいて、前記トリガイベントが生じているか否か
を判断するステップと、前記トリガイベントが生じていると判断されたときに、前記中継
移動体通信デバイスに測定レポートを送信するステップとを含む方法を提供する。
【００６０】
　別の態様では、本発明は、中継移動体通信デバイスによって実施される、複数のセルを
備える通信ネットワーク内で中継セルを操作し、さらなる移動体通信デバイスから測定レ
ポートを取得するための方法であって、前記中継セル内で前記さらなる移動体通信デバイ
スとの接続を確立するステップと、上記さらなる移動体通信デバイスに構成データを送信
するステップであって、前記構成データが、前記複数のセルのうちの少なくとも１つのセ
ルに関する測定報告をトリガするための少なくとも１つのトリガイベントを定義するステ
ップと、前記トリガイベントの発生に応答して、上記さらなる移動体通信デバイスから測
定レポートを受信するステップとを含む方法を提供する。
【００６１】
　別の態様では、本発明は、複数のセルを備える通信ネットワークのための基地局によっ
て実施される方法であって、中継移動体通信デバイスとの接続を確立するステップであっ
て、前記中継移動体通信デバイスが前記複数のセルのうちの中継セルを操作するステップ
と、さらなる移動体通信デバイスによって、前記複数のセルのうちの前記少なくとも１つ
のセルでの測定の構成を開始するためのメッセージを上記中継通信デバイスに送信するス
テップとを含み、前記構成が、前記複数のセルのうちの少なくとも１つのセルに関する測
定報告をトリガするための少なくとも１つのトリガイベントを定義する構成データに基づ
く方法を提供する。
【００６２】
　本発明の別の態様は、上述したような通信デバイスとして、または上述したような基地
局としてプログラマブルコンピュータデバイスが構成されるようにするためのコンピュー
タ実装可能命令を備えるコンピュータプログラム製品を提供する。
【００６３】
　また、本発明は、搬送波信号またはＣＤやＤＶＤなどの記録媒体に提供することができ
る対応するシステム、方法、およびコンピュータソフトウェア製品も提供する。
【発明の効果】
【００６４】
　本発明によれば、現在の規格がそのようなＵＥベースの中継に対応しておらず、また、
ＵＥ中継器によって操作されるセルから／セルに移動電話をハンドオーバすることも可能
でないという問題を克服または少なくとも軽減するための改良された技法を提供すること
が可能である。
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【００６５】
　次に、本発明の幾つかの実施形態を、単に例として、添付図面を参照して説明する。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】移動電話を現在サービスしているセルが、ＵＥ中継器として働くように構成され
た移動電話によって操作される、移動体電気通信システムを概略的に示す図である。
【図２Ａ】図１に示されるシステムの一部を成す移動電話の主要な構成要素を示すブロッ
ク図である。
【図２Ｂ】図１に示されるシステムの一部を成す中継移動電話の主要な構成要素を示すブ
ロック図である。
【図３】図１に示されるシステムの一部を成す基地局の主要な構成要素を示すブロック図
である。
【図４Ａ】図１に示される移動電話、中継移動電話、および基地局の間で交換される信号
メッセージを示す第１のタイミング図である。
【図４Ｂ】図１に示される移動電話、中継移動電話、および基地局の間で交換される信号
メッセージを示す第１のタイミング図である。
【図５Ａ】図１に示される移動電話、中継移動電話、および基地局の間で交換される信号
メッセージを示す第２のタイミング図である。
【図５Ｂ】図１に示される移動電話、中継移動電話、および基地局の間で交換される信号
メッセージを示す第２のタイミング図である。
【図６】中継デバイスとして働くように構成された別の移動電話によって操作されるセル
に関するセル信号測定および報告を実施するときに移動電話によって実施されるプロセス
を示すフローチャートである。
【図７】ＵＥ中継器として動作するように構成された別の移動電話によって操作されるセ
ルに関してセル信号測定を実施して報告するときに移動電話によって行われる別のプロセ
スを示すフローチャートである。
【図８】図１に示される移動電話によって測定される、時間にわたる信号強度の変化を示
すグラフである。
【図９】図１に示される移動電話によって測定される、時間にわたるサービングＵＥ中継
器と別のＵＥ中継セルとの信号強度の変化を示す別のグラフである。
【図１０】ヒステリシスの適用により生じる様々な進入条件および退出条件を考慮に入れ
るメカニズムを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００６７】
（概要）
　図１は、ユーザ機器３（複数の移動電話３－１～３－４を含む）と、基地局５（複数の
基地局５－１～５－２を含む）とを含む移動体（セルラ）電気通信システム１を概略的に
示す。各基地局５は、「Ｓ１」インターフェースを介してコアネットワーク７に結合され
、また、コアネットワーク７は、１つまたは複数のゲートウェイ（図示せず）を介して他
のネットワーク（例えばインターネット）に結合される。コアネットワーク７は、とりわ
け、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）、サービン
グゲートウェイ（ＳＧＷ）、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ
（ＰＧＷ）を含む。これらも、見やすくするために省略されている。基地局５とコアネッ
トワーク７との間の「Ｓ１」インターフェースは、光ファイバリンクなど、高速の広帯域
幅通信リンクを利用することができる。また、「Ｘ２」インターフェース（図示せず）が
、隣接する基地局５の間に提供されて、基地局間でのデータ交換を容易にし、ｅＮＢ隣接
リストを計算する。当業者には理解されるように、例示の目的で図１には４つの移動電話
３と２つの基地局５が示されているが、展開されるシステムにさらなるユーザ機器および
基地局が存在することもある。
【００６８】
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　この例では、移動電話３の幾つかまたは全ては、それぞれ第３の移動電話３－３および
第４の移動電話３－４の「Ｒ－セル３」および「Ｒ－セル４」など、それら自体の中継セ
ルを操作することによって中継をサポートする。通信ネットワーク１は、どの移動電話３
が中継器として使用されるか（または使用することができるか）の追跡を続け、また、中
継される移動電話３から情報を受信して、ハンドオーバを行うときにターゲットセルとし
て使用される最良のセルを決定する。ターゲットセルとして使用される最良のセルの決定
は、サービング中継移動電話によって、またはサービング中継移動電話と通信する基地局
によって行うことができる。ネットワークによって受信される情報は、移動電話３によっ
て測定される任意の情報、または移動電話３によって実施される測定から導出される任意
の情報でよい。例えば、移動電話３は、それらの隣接セルを、受信される電力の順に分類
することができる。しかし、セルは、それらの信号条件が（ネットワークによって設定さ
れた）何らかの既定の基準を満たす場合にのみ報告されるので、詳細な測定が移動電話３
によって提供される必要はないことがある。ターゲットセルの識別で十分なこともある。
【００６９】
　図１に示されるように、第１の移動電話３－１は、最初に、中継セル「Ｒ－セル３」内
でＵＥベース中継機能を提供する移動電話３－３によってサービスされる。「ＵＥＲ－Ｕ
ｎ」インターフェースが、基地局５－１とサービング中継移動電話３－３との間に提供さ
れ、「ＵＥＲ－Ｕｕ」インターフェースが、サービング中継移動電話３－３とサービスさ
れる移動電話３－１との間に提供される。しかし、サービング基地局５－１とコアネット
ワーク７との間の「Ｓ１」インターフェースは、「Ｒ－セル３」へのハンドオーバ後でさ
え変わらない。したがって、移動電話３－１とそのピアエンティティ（例えば別の移動電
話３または遠隔サーバ）との間での任意のユーザデータは、「ＵＥＲ－Ｕｕ」インターフ
ェースを使用してサービング中継移動電話３－３を介して、「ＵＥＲ－Ｕｎ」インターフ
ェースを使用して基地局５－１を介して、さらに「Ｓ１」インターフェースを使用してコ
アネットワーク７を介して伝送される。しかし、移動電話３－１が「Ｒ－セル３」のエッ
ジに近付くとき、またはこのセルでの信号条件が悪化し始めるとき、移動電話３－１は、
基地局５－２によって操作される「セル２」、移動電話３－４によって操作される「Ｒ－
セル４」、または任意の他の適切なセルなど、別のセルにハンドオーバする必要がある。
したがって、移動電話３－１は、（中継移動電話３－３によって、または中継移動電話３
－３を介して）隣接するセルに関する信号測定を行い、これらの測定に基づいて、何らか
の所定の信号条件が満たされる場合には結果を報告するように構成される。所定の信号条
件を定義する情報は、移動電話３－１を現在サービスしている中継移動電話３－３によっ
て提供される。上記の測定および報告プロセスは、サービング中継移動電話３－３、およ
び／または中継移動電話３－３をサービスする基地局５が、ハンドオーバが必要となり得
るときを識別する、および／または移動電話３－１に関してハンドオーバが必要となると
きに適切なターゲットセルを選択するのを支援する働きをする。したがって、このプロセ
スは、サービング中継移動電話から隣接中継移動電話への、およびサービング中継移動電
話から隣接基地局への（またはサービング中継移動電話から中継ノードなど別のエンティ
ティへの）ＵＥのモビリティを可能にする。
【００７０】
　以下に記載するように、中継移動電話３－３は、移動電話３－１に関する信号測定を構
成し、ＲＲＣシグナリングなどを使用して任意の測定の結果（すなわち構成されたイベン
トが生じているという通知）を受信する。所定のハンドオーバ条件が満たされていること
を移動電話３－１が示すとき、中継移動電話３－３は、より好ましい信号条件を移動電話
３－１に提供する新たなサービングセルの選択を行う。信号測定を構成するための構成パ
ラメータの生成は、（例えば中継移動電話３－３をサービスする基地局５－１から受信さ
れた情報に基づいて）中継移動電話３－３で行うことができる。信号測定を構成するため
の構成パラメータの生成は、中継移動電話３－３をサービスする基地局５－１で行って、
中継移動電話３－３に転送することもでき、中継移動電話３－３がさらに、構成される移
動電話３－１に構成パラメータを転送する。
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【００７１】
　したがって、この例では、サービング中継移動電話３－３は、有利には、ＵＥベース中
継機能を有する近傍にある移動電話（例えば、「Ｒ－セル４」と表されるその中継セル内
でＵＥベース中継機能を提供する移動電話３－４）によって、および従来の基地局５によ
って伝送される信号品質を測定するように移動電話３－１を構成することが可能である。
サービング中継移動電話３－３は、信号測定に基づいて幾つかの特定のイベント（例えば
、以下に詳細に記載するイベントＲ０～Ｒ６）を構成する。このようにすると、サービン
グ中継移動電話３－３は、有利には、ＵＥベース中継セルまたは「通常の」セル（例えば
、ＲＮまたはｅＮＢ、ＮＢなどによって操作されるセル）に移動電話３がハンドオーバで
きるように、移動電話３に関するイベント構成を設定することが可能である。また、サー
ビング中継移動電話３－３は、他のイベント（例えば、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１規
格のセクション５．５．４に記載されている上記のイベントＡ１～Ｂ２の１つ）に従って
測定を実施するように移動電話３－１を構成することもできる。
【００７２】
　特定のイベントの使用を容易にするために、基地局５は、有益には、中継セル（すなわ
ちＵＥ中継器）を操作している移動電話３であって、それらによって操作されるセル内に
（例えばこれらのセルを操作する移動電話３によってネットワークに提供される情報に基
づいて、またはＨＳＳから取得される加入情報など他の手段によって）登録されている移
動電話３の追跡を続けることが可能である。したがって、基地局５は、有益には、どの測
定されたセルがＵＥ中継セルであるかを決定することができる。
【００７３】
　移動電話３－１は、その近傍でＵＥ中継器として動作している他の移動電話３（例えば
移動電話３－３）によって伝送される信号に関する測定を実施し、基地局によって構成さ
れた関連のイベントによってトリガされるときに測定レポートを送信して、適宜、基地局
にハンドオーバ手続きを開始させる。任意選択で、移動電話３－１は、サービングセル（
すなわちセル１）および／または隣接する基地局セル（例えばセル２）に関する全ての通
常の測定も実施する。したがって、現在のサービングセル（「セル１」）からのハンドオ
ーバが必要になるとき、通信を継続するために移動電話３－１にとって最も満足な条件を
提供するセルにこの移動電話３－１をハンドオーバさせることができる。例えば、移動電
話３－１は、別の移動電話３－３によって操作される中継セル（「Ｒ－セル３」）内での
信号条件が満足の行くものである場合に、そのセルにハンドオーバさせることができる。
【００７４】
　この例では、中継移動電話３－３は、測定レポートを送信する移動電話３－１と同じサ
ービング基地局５－１に接続されているものとして図示されているが、中継移動電話３－
３と、測定する移動電話３－１とが異なる基地局によってサービスされていてもよいこと
が理解されよう。
【００７５】
　したがって、まとめると、システムは、有益には、（例えば、従来の中継ノードによっ
て操作される中継セルとは異なり）移動電話３によってセルの幾つかが操作されることを
考慮に入れ、基地局／従来の中継ノードによって操作される従来のセル／中継セルと、移
動電話によって操作される中継セルとに関して様々なハンドオーバ条件を設定することが
可能である。ＵＥ中継器は、有益には、それがサービスする移動電話に関する信号測定を
構成することが可能であり、サービングＵＥ中継器が移動電話に関する信号測定を構成す
るとき、移動電話によって操作される中継セルに関するイベントを、基地局または従来の
中継ノードによって操作される任意のセルに関するイベントとは異なる形で構成すること
が可能である。したがって、システムは、例えば、（ネットワークオペレータによって展
開されている）基地局セルもしくは従来の中継ノードセルが利用可能でないとき、または
移動電話によって使用される特定のサービスのための必要最低限の信号品質をそのような
セルが提供しないときなど、サービングＵＥ中継器から別のＵＥ中継器へのハンドオーバ
が必須であるときにのみ、サービングＵＥ中継器から別のＵＥ中継器へのハンドオーバが
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行われることを保証することができる。
【００７６】
（移動電話）
　図２Ａは、図１に示される移動電話３－１の主要な構成要素を示すブロック図である。
図示されるように、移動電話３－１は、少なくとも１つのアンテナ３３を介して基地局５
および／または他の移動電話との間で信号を送受信するように動作可能な送受信機回路３
１を含む。移動電話３－１は、当然、（ユーザインターフェース３５など）従来の移動電
話の通常の機能全てを有することができ、これは、適宜、ハードウェア、ソフトウェア、
およびファームウェアの任意の組合せによって提供することができる。送受信機回路３１
の動作は、メモリ３９に記憶されているソフトウェアに従って、制御装置３７によって制
御される。ソフトウェアは、とりわけ、オペレーティングシステム４１と、通信制御モジ
ュール４３と、測定モジュール４５と、報告モジュール４７と、ハンドオーバモジュール
４９とを含む。
【００７７】
　通信制御モジュール４３は、移動電話３－１と他のユーザ機器または様々なネットワー
クノード、例えば基地局５およびサービング移動電話３－３との間の接続を制御するため
の制御信号を取り扱う（例えば生成し、送受信する）ように動作可能である。
【００７８】
　測定モジュール４５は、所望の信号測定（例えばＣＲＳまたはＣＳＩ－ＲＳ測定）を実
施するように動作可能であり、関連の信号品質値（例えばＲＳＲＰおよびＲＳＲＱ）を決
定するように動作可能であり、また、特定の構成されたイベント条件（例えばＡ１～Ｂ２
またはＲ０～Ｒ６）が満たされているときを判断するように動作可能である。イベント条
件が満たされていると判断されるとき、測定モジュール４５は、イベントが関係する各隣
接するセル／中継セルを識別し、報告モジュール４７に示す。
【００７９】
　報告モジュール４７は、（例えば、測定モジュール４５によって実施される信号測定の
結果に基づいて）構成されたイベントの１つが生じているときに、（例えば測定レポート
をトリガすることによって）情報を生成してサービング中継移動電話３－３または基地局
５に送信するように動作可能である。送信される情報は、イベントが関係する各隣接する
セル／中継セルの表示、および／またはサービング基地局がハンドオーバ決定を行うのを
支援することができる任意のさらなる情報を含む。
【００８０】
　ハンドオーバモジュール４９は、中継移動電話３－３（または基地局５）から受信され
る命令に基づいて、現在のサービング中継移動電話３－３（または基地局５）から別のセ
ルへの移動電話３－１のハンドオーバを行うように動作可能である。
【００８１】
（中継移動電話）
　図２Ｂは、図１に示される移動電話３－３の１つの主要な構成要素を示すブロック図で
あり、移動電話３－３は、この例では中継移動電話である。図示されるように、移動電話
３－３は、少なくとも１つのアンテナ３３３を介して基地局５および／または他の移動電
話との間で信号を送受信するように動作可能な送受信機回路３３１を含む。移動電話３－
３は、当然、（ユーザインターフェース３３５など）移動電話３－１の通常の機能全てを
有することができる。送受信機回路３３１の動作は、メモリ３３９に記憶されているソフ
トウェアに従って、制御装置３３７によって制御される。ソフトウェアは、とりわけ、オ
ペレーティングシステム３４１と、通信制御モジュール３４３と、測定構成モジュール３
６５と、ハンドオーバ制御モジュール３６９とを含む。
【００８２】
　通信制御モジュール３４３は、中継移動電話３－３と移動電話３－１との間の接続、な
らびに中継移動電話３－３と、他のユーザ機器または様々なネットワークノード、例えば
基地局５との間の接続を制御するための制御信号を取り扱う（例えば生成し、送受信する
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）ように動作可能である。
【００８３】
　測定構成モジュール３６５は、移動電話３－１がＵＥ－Ｒおよび／または基地局セルに
関する所望の信号測定（例えばＣＲＳまたはＣＳＩ－ＲＳ測定）を実施し、構成されたイ
ベントが生じているときには（例えば測定レポートの形での）関連情報を中継移動電話３
－３に送信するように、移動電話３－１を制御するように動作可能である。測定構成モジ
ュールは、（例えば測定レポートの形での）そのような関連情報を移動電話３－１から受
信するように構成される。また、測定構成モジュール３６５は、例えばハンドオーバが行
われるべきときおよび／またはハンドオーバ先のセルを識別するために、測定レポートか
らの関連情報をハンドオーバ制御モジュール３６９に渡すようにも動作可能である。測定
構成モジュール３６５およびハンドオーバ制御モジュール３６９に対する代替または追加
として、報告モジュール（図示せず）を提供することができ、報告モジュールは、（例え
ば測定レポートの形での、または測定レポートから導出される）関連情報を、（例えば別
のエンティティが構成および／またはハンドオーバ決定を実施できるように）別のエンテ
ィティ、例えば（情報をネットワークに渡すことができる）基地局または別の中継移動電
話に送信するように構成される。
【００８４】
　ハンドオーバ制御モジュール３６９は、中継移動電話３－３によって現在サービスされ
ている移動電話（例えば移動電話３－１）を、基地局の１つによって操作される他のセル
（例えば「セル１」もしくは「セル２」）、または中継機能を有する移動電話によって操
作される他のセル（例えば「Ｒ－セル４」）にハンドオーバする操作を制御するように動
作可能である。
【００８５】
（基地局）
　図３は、図１に示される基地局５の１つの主要な構成要素を示すブロック図である。図
示されるように、基地局５は、少なくとも１つのアンテナ５３を介して移動電話３との間
で信号を送受信するように動作可能な送受信機回路５１を含む。また、基地局５は、ネッ
トワークインターフェース５５を介して、コアネットワーク７内のノード（例えばＭＭＥ
またはＳＧＷ）および他の基地局と信号を送受信するようにも動作可能である。送受信機
回路５１の動作は、メモリ５９に記憶されているソフトウェアに従って、制御装置５７に
よって制御される。ソフトウェアは、とりわけ、オペレーティングシステム６１と、通信
制御モジュール６３と、測定構成モジュール６５（ＵＥ－Ｒセルモジュール６７も含む）
と、ハンドオーバ制御モジュール６９とを含む。
【００８６】
　通信制御モジュール６３は、基地局５と、移動電話３、ならびにＭＭＥ、ＨＳＳ、ＳＧ
Ｗ、ＰＧＷ、および隣接基地局などのネットワークデバイスとの間の通信を制御するよう
に動作可能である。また、通信制御モジュール６３は、中継機能を備える移動電話（例え
ば中継移動電話３－３）に構成データを送信するようにも動作可能であり、この構成デー
タは、従来の伝送モード（中継機能を備える移動電話が他のユーザ機器のための中継を行
わない）で動作するように、または中継伝送モード（中継機能を備える移動電話が中継デ
ータを他のユーザ機器と送受信する）で動作するように、中継機能を備える移動電話を制
御する。
【００８７】
　測定構成モジュール６５は、移動電話３が所望の信号測定（例えばＣＲＳまたはＣＳＩ
－ＲＳ測定）を実施し、構成されたイベントが生じているときには（例えば測定レポート
の形での）関連情報を送信するように、移動電話３を直接または中継移動電話（例えば移
動電話３－３）を介して制御するように動作可能である。また、測定構成モジュール６５
は、例えばハンドオーバが行われるべきときおよび／またはハンドオーバ先のセルを識別
するために、測定レポートからの関連情報をハンドオーバ制御モジュール６９に渡すよう
にも動作可能である。
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【００８８】
　ＵＥ－Ｒセルモジュール６７は、アクティブなＵＥ－Ｒセルの追跡を続けるように動作
可能であり、また、移動電話３がＵＥ中継セル（例えば「Ｒセル３」および「Ｒセル４」
）に関する所望の信号測定（例えばＣＲＳまたはＣＳＩ－ＲＳ測定）を実施し、構成され
た中継イベントが生じているときには（例えば測定レポートの形での）関連情報を送信す
るように、移動電話３を直接または中継移動電話（例えば移動電話３－３）を介して制御
するように動作可能である。ＵＥ－Ｒセルモジュール６７は、ＵＥ－Ｒセルへのハンドオ
ーバが行われるべきときおよびハンドオーバの宛先を識別するために、測定レポートから
の関連情報をハンドオーバ制御モジュール６９に送る。
【００８９】
　ハンドオーバ制御モジュール６９は、それがサービスする中継移動電話３－３によって
現在サービスされている、または基地局５によってサービスされている移動電話３を、基
地局の１つによって操作される他のセル（例えば「セル１」もしくは「セル２」）、また
は中継機能を有する移動電話によって操作される他のセル（例えば「Ｒ－セル４」）にハ
ンドオーバする操作を制御するように動作可能である。
【００９０】
　上記の説明では、理解しやすくするために、移動電話３－１、３－３および基地局５は
、（通信制御モジュール、報告モジュール、およびハンドオーバ制御モジュールなど）幾
つかの個別のモジュールを有するものとして説明した。これらのモジュールは、例えば本
発明を実装するように既存のシステムが修正されている特定の用途に関しては、上記のよ
うに提供することができるが、他の用途では、例えば初めから本発明の特徴を備えるよう
に設計されているシステムでは、これらのモジュールを全体のオペレーティングシステム
またはコードに組み込むことができ、したがって、これらのモジュールを個別のエンティ
ティとして見分けることができないこともある。また、これらのモジュールは、ソフトウ
ェア、ハードウェア、ファームウェア、またはこれらの組合せとして実装することもでき
る。
【００９１】
（ＵＥ－Ｒイベント）
　以下、サービングＵＥ中継器から隣接ＵＥ中継器への、またはサービングＵＥ中継器か
ら隣接基地局への移動電話３のモビリティ管理（すなわちハンドオーバ）のために使用す
ることができるイベントの幾つかを説明する。
【００９２】
　この例でのイベントは、それぞれ効果的にイベントのトリガを開始するためおよび同じ
イベントのトリガの反復を抑制するための様々な進入条件および退出条件を定義するため
に、ヒステリシス値を含む。
【００９３】
　基地局および／またはサービングＵＥ中継器によって構成することができる中継セルへ
の進入をトリガするためのＵＥ－Ｒイベントは、例えば以下のものを含む。
【００９４】
（イベントＲ０）
　進入条件：
　（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値－Ｈｙｓｔ）＞サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ
　退出条件：
　（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値＋Ｈｙｓｔ）＜サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ
【００９５】
（イベントＲ１）
　進入条件：
　（（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値－Ｈｙｓｔ）＞サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ
）および（（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値－Ｈｙｓｔ）＞隣接セルのＲＳＲＰ）お
よび（サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ＋Ｈｙｓｔ＜しきい値）
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　退出条件：
　（（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値＋Ｈｙｓｔ）＜サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ
）および（（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値＋Ｈｙｓｔ）＜隣接セルのＲＳＲＰ）お
よび（サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ－Ｈｙｓｔ＞しきい値）
【００９６】
（イベントＲ２）
　進入条件：
　（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ－Ｈｙｓｔ＞第１のしきい値）および（サービングＵＥ－ＲのＲ
ＳＲＰ＋Ｈｙｓｔ＜第２のしきい値）および任意選択で（隣接セルのＲＳＲＰ＋Ｈｙｓｔ
＜第２のしきい値）
　退出条件：
　（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋Ｈｙｓｔ＜第１のしきい値）および（サービングＵＥ－ＲのＲ
ＳＲＰ－Ｈｙｓｔ＞第２のしきい値）および任意選択で（隣接セルのＲＳＲＰ－Ｈｙｓｔ
＞第２のしきい値）
【００９７】
（イベントＲ３）
　進入条件：
　（（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値－Ｈｙｓｔ）＞サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ
）および（（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値－Ｈｙｓｔ）＞隣接セルのＲＳＲＰ）
　退出条件：
　（（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値＋Ｈｙｓｔ）＜サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ
）および（（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値＋Ｈｙｓｔ）＜隣接セルのＲＳＲＰ）
【００９８】
（イベントＲ４）
　進入条件：
　（（サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ＋オフセット値＋Ｈｙｓｔ）＜ＲＳＲＰ　ＵＥ－Ｒ
）および任意選択で（他の隣接セルのＲＳＲＰ＋Ｈｙｓｔ＜しきい値）
　退出条件：
　（（サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ＋オフセット値－Ｈｙｓｔ）＞ＲＳＲＰ　ＵＥ－Ｒ
）および任意選択で（他の隣接セルのＲＳＲＰ－Ｈｙｓｔ＞しきい値）
【００９９】
（イベントＲ５）
　進入条件：
　（サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ＋オフセット値＋Ｈｙｓｔ）＜隣接セルのＲＳＲＰ
　退出条件：
　（サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ＋オフセット値－Ｈｙｓｔ）＞隣接セルのＲＳＲＰ
【０１００】
（イベントＲ６）
　進入条件：
　（サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ＋オフセット値＋Ｈｙｓｔ）＜しきい値
　退出条件：
　（サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ＋オフセット値－Ｈｙｓｔ）＞しきい値
【０１０１】
　ヒステリシスが、サービングセルならびに１つまたは複数の隣接セルおよび／またはＵ
Ｅ中継セルのＲＳＲＰに適用されるとき（イベントＲ１およびＲ４など）、ヒステリシス
の値は、全てのセルに関して同じでも、各セル（またはセルのグループ）毎に異なってい
てもよい。
【０１０２】
　また、このメカニズムは、負荷分散を行うため（すなわち基地局リソースの使用を減少
させるため）、およびＵＥ中継器を介してより低い送信電力で同じリソースを再使用する
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ためにオペレータが考慮することもできる。
【０１０３】
　上記のイベント全てに関して、様々なオフセットおよびしきい値が、基地局（または別
のネットワークエンティティ）によって選択される。オフセット値は任意選択であり、す
なわちゼロでも、（負または正の）有限値でもよい。第１のしきい値は、第２のしきい値
よりも高くなるように選択することができ、逆も可能である。しかし、要件によっては、
第１のしきい値と第２のしきい値を等しく設定することも有益となり得る。
【０１０４】
　一般に、イベントをトリガするための「進入条件」が、通常時よりも良い信号品質尺度
値（例えば、より高いＲＳＲＰ値）を必要とし、イベントのトリガの反復を避けるための
「退出条件」が、通常時よりも低い信号品質尺度値（例えば、より低いＲＳＲＰ値）を必
要とするように、ヒステリシスを適用することができる。これは、有益には、信号品質が
トリガレベルの近くで変動するときに、システムがイベントのトリガの反復を行わないよ
うにすることを可能にする。
【０１０５】
（動作）
　図４Ａおよび図４Ｂは、一実施形態による、ハンドオーバ関連の測定および報告を構成
および実施するときに通信システム１の構成要素によって行われる方法を示す第１のタイ
ミング図である。この実施形態では、イベントを構成するための構成データの生成は、サ
ービング中継移動電話３－３によって行われる。この例では、サービング中継移動電話３
－３は、ハンドオーバ決定も行う。
【０１０６】
　この実施形態では、移動電話３－１は、そのサービング中継移動電話３－３によって要
求されるときに、ＵＥ－ＲセルおよびｅＮＢセルの無線信号を測定する。図４Ａおよび図
４Ｂには示されていないが、この実施形態での移動電話３－１は、最初に、（そのサービ
ング中継移動電話３－３を介してルーティングされる）別の通信ノードとのアクティブな
パケットデータ接続を有する。したがって、移動電話３－１は、データを送信または受信
しない場合でさえ、「ＲＲＣ接続」モードである。
【０１０７】
　図示されるように、ステップｓ４０１で、基地局５は、移動電話３－１によって測定さ
れる中継移動電話および基地局のセルのリスト（例えば、リストＬ＝｛ｅＮＢ１，ｅＮＢ
２，ＵＥ３－Ｒ｝）を計算する。ステップｓ４０３で、（通信制御モジュール６３および
送受信機回路５１を使用する）基地局５が、構成メッセージ（例えば「ＲＲＣ接続再構成
」メッセージなどのＲＲＣメッセージ）を生成してサービング中継移動電話３－３に送信
し、構成メッセージは、測定される中継移動電話および基地局のリストを含む。
【０１０８】
　ステップｓ４０５で、サービング中継移動電話３－３は、移動電話３－１の構成に関し
て使用される情報（ステップｓ４０３でｅＮＢから受信された構成メッセージから抽出さ
れる情報）を回復し、（測定構成モジュール３６５およびＵＥ－Ｒセルモジュール３６７
を使用して）移動電話３－１に関する構成パラメータを生成し、それにより、ハンドオー
バが必要となるときに、この移動電話３に適したハンドオーバターゲットセル（すなわち
、適切な信号条件を有する隣接基地局セルおよび／またはＵＥ－Ｒセル）を選択すること
ができる。構成パラメータは、測定レポートの送信を移動電話３－１に行わせる基準を含
み、また、そのような測定レポートの詳細（例えば、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、およびＲＳＣ
Ｐの１つなど、測定される量）を指定する。基準は、周期的基準もしくはイベントトリガ
基準、またはその両方を含むことがある。
【０１０９】
　ステップｓ４０７で、サービング中継移動電話３－３は、適切な確認メッセージ（例え
ば「ＲＲＣ接続再構成完了」メッセージ）を生成して基地局５に送信することによって、
リスト再構成が成功したことを確認する。



(22) JP 2016-506089 A 2016.2.25

10

20

30

40

50

【０１１０】
　ステップｓ４０９で、（通信制御モジュール３４３および送受信機回路３３１を使用す
る）サービング中継移動電話３－３が、構成メッセージ（例えば「ＲＲＣ接続再構成」メ
ッセージ）を生成して移動電話３－１に送信する。サービング中継移動電話３－３は、こ
のメッセージに、「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」情報要素（ＩＥ）を含み、「ＭｅａｓＣｏｎ
ｆｉｇ」情報要素は、測定の種類と、サービング中継移動電話３－３によって生成される
構成パラメータに従って移動電話３－１によって測定を開始することが必要となる条件と
を指定する。「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」ＩＥは、移動電話３－１が測定を行うべき基地局
セルおよび／または中継移動電話セルのリストを含む。また、「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」
ＩＥは、上記のイベント（例えばイベントＲ０～Ｒ６）の少なくとも１つに関する測定パ
ラメータを含む。移動電話３－１は、これらの測定パラメータを使用して、その測定モジ
ュール４５の動作を制御する。特に、測定モジュール４５は、隣接する基地局および中継
移動電話からの信号に対して測定を行っており、（例えば移動電話３－１がそのサービン
グ中継移動電話３－３から離れることにより）移動電話３－１が現在のセルでの信号品質
の悪化を受けているときに、および／または他の基地局および／または中継移動電話の１
つからの信号が予め設定されたしきい値よりも良くなるとき（または例えばサービング中
継移動電話からの信号が予め設定されたしきい値よりも悪くなるとき）に、移動電話３－
１がハンドオーバすることができる新たなセルを見出す。
【０１１１】
　したがって、ステップｓ４１１で、移動電話３－１は、そこで定義された条件が満たさ
れるか否かを監視するための受信された「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」ＩＥに従って、および
セルのリストに従って、その測定モジュール４５を構成する。次いで、ステップｓ４１３
で、移動電話３－１は、確認メッセージ（例えば「ＲＲＣ接続再構成完了」メッセージ）
を生成してサービング中継移動電話３－３に送信することによって、測定再構成が成功し
たことを確認する。
【０１１２】
　ステップｓ４１５で、移動電話３－１の測定モジュール４５は、「ＭｅａｓＣｏｎｆｉ
ｇ」ＩＥに含まれるリスト内で識別されるセルに関して、構成された信号測定を実施する
。移動電話３－１の測定モジュール４５は、「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」ＩＥで定義される
条件の１つが満たされている（すなわち、構成されたイベントの１つが生じている）と判
断するとき、報告モジュール４７に知らせ、報告モジュール４７は、ステップｓ４１７で
レポートを生成する。
【０１１３】
　次に、ステップｓ４１９で、（通信制御モジュール４３および送受信機回路３１を使用
する）移動電話３－１が、報告メッセージ（例えば「ＲＲＣ測定レポート」メッセージ）
を生成してそのサービング中継移動電話３－３に送信し、このメッセージに、任意のＵＥ
－Ｒセルを含む構成されたセルに関する測定結果と、レポートが関係するセルを識別する
関連情報とを含む。特に、報告メッセージは、構成されたイベント（Ｒ０～Ｒ６）の（少
なくとも）１つが生じていることを示す情報を含む。
【０１１４】
　サービング中継移動電話３－３が移動電話３－１から測定レポートを受信した後、中継
移動電話３－３は、（必要であれば）ステップｓ４２１でセルのリストを更新し、その後
、ステップｓ４２３で、受信された報告メッセージに基づいて、移動電話３－１に関する
更新された構成パラメータを生成する。構成パラメータは、代替としてまたは追加として
、無線環境のサービング中継移動電話３－３の知識に基づくこともあり、他のネットワー
クノード（例えば、ＳＩＢまたは専用シグナリングを介してｅＮＢ、中継ノード、または
ＵＥ－Ｒ）から受信された情報を使用する。
【０１１５】
　ステップ４２５で、（通信制御モジュール３４３および送受信機回路３３１を使用する
）サービング中継移動電話３－３が、構成メッセージ（例えば「ＲＲＣ接続再構成」メッ
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セージ）を生成して移動電話３－１に送信する。サービング中継移動電話３－３は、この
メッセージに、「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」情報要素（ＩＥ）を含み、「ＭｅａｓＣｏｎｆ
ｉｇ」情報要素は、移動電話３－１によって測定を開始することが必要となる更新された
条件と、移動電話３－１が測定を行うべきセルの更新されたリストとを指定する。
【０１１６】
　ステップｓ４２７で、移動電話３－１は、受信された更新された「ＭｅａｓＣｏｎｆｉ
ｇ」ＩＥに従ってその測定モジュール４５を構成する。次いで、ステップｓ４２９で、移
動電話３－１は、確認メッセージ（例えば「ＲＲＣ接続再構成完了」メッセージ）を生成
してサービング中継移動電話３－３に送信することによって、測定再構成が成功したこと
を確認する。
【０１１７】
　ステップｓ４３１で、移動電話３－１の測定モジュール４５は、更新された「Ｍｅａｓ
Ｃｏｎｆｉｇ」ＩＥに含まれるリスト内で識別されるセルに関して、構成された信号測定
を実施する。移動電話３－１の測定モジュール４５が、「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」ＩＥで
定義される条件の１つが満たされている（すなわち、構成されたイベントの１つが生じて
いる）と判断するとき、報告モジュール４７に知らせ、報告モジュール４７は、ステップ
ｓ４３３でレポートを生成する。
【０１１８】
　次に、ステップｓ４３５で、（通信制御モジュール４３および送受信機回路３１を使用
する）移動電話３－１が、報告メッセージ（例えば「ＲＲＣ測定レポート」メッセージ）
を生成してサービング中継移動電話３－３に送信し、このメッセージに、任意のＵＥ－Ｒ
セルを含む構成されたセルに関する測定結果と、レポートが関係するセルを識別する関連
情報とを含む。報告メッセージは、構成されたイベント（Ｒ０～Ｒ６）の（少なくとも）
１つが生じていることを示す情報を含む。
【０１１９】
　サービング中継移動電話３－３が移動電話３－１から測定レポートを受信した後、中継
移動電話３－３（例えばそのハンドオーバ制御モジュール３６９）は、ステップｓ４３７
で、移動電話３－１がハンドオーバされるターゲットセルとして、測定レポートに含まれ
るセルの１つを選択することによって、移動電話３－１に関するハンドオーバ決定を行う
。この例では、測定レポートは、ターゲットセルとして中継移動電話３－３が選択する、
中継移動電話３－４（「Ｒ－セル４」）に属するセルに関する結果を含む。サービング中
継移動電話３－３は、移動電話３－１からの測定レポートに基づいて、任意選択で、ネッ
トワークから受信される構成情報にさらに基づいて、ハンドオーバ決定を行う。
【０１２０】
　ステップｓ４３９およびｓ４４１において、中継移動電話３－３は、ハンドオーバの準
備を行うように移動電話３－１および中継移動電話３－４に命令し、ステップｓ４４３で
ハンドオーバが行われ、すなわち、移動電話３－１は、中継移動電話３－３によってはも
はやサービスされず、中継移動電話３－４によってサービスされる。
【０１２１】
　ステップｓ４４５で、ターゲット中継移動電話３－４は、中継移動電話３－３からのハ
ンドオーバが完了したことを基地局５に知らせる。
【０１２２】
　任意選択で、ステップｓ４４７で、基地局５は、移動電話３－１によって測定される中
継移動電話および基地局のセルのリストを更新し、ステップｓ４４９で、構成メッセージ
（例えば「ＲＲＣ接続再構成」メッセージ）を生成して、（通信制御モジュール６３およ
び送受信機回路５１を使用して）ターゲット中継移動電話３－４に送信し、構成メッセー
ジは、移動電話３－１によって測定される中継移動電話および基地局のリストを含む。
【０１２３】
　図４Ａおよび図４Ｂを参照して上述した実施形態では、サービング中継移動電話３－３
は、有益には、それがサービスする移動電話によって実施される測定に関する測定構成パ
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ラメータを生成することが可能であり、それにより、改良されたシステムフレキシビリテ
ィを提供する。また、サービング中継移動電話３－３は、有益には、測定レポートに基づ
くハンドオーバ決定を司り、それにより、さらなるシステムフレキシビリティを提供し、
基地局への追加のシグナリングをなくすことによってシグナリングオーバーヘッドを軽減
する。したがって、中継移動電話３－３は、基地局５への有意な追加のシグナリングなし
で移動電話３－１を制御することが可能であり、それにより、シグナリングオーバヘッド
を減少させ、中継移動電話３－３と基地局５との間での信号条件が劣悪である場合に、よ
り信頼性の高い動作を可能にする。
【０１２４】
　図５Ａおよび図５Ｂは、ハンドオーバ関連の測定および報告を構成および実施するとき
に通信システム１の構成要素によって行われる方法を示す第２のタイミング図の第１の部
分および第２の部分を示す。この例では、イベントに関する構成データの生成は、基地局
５（またはコアネットワーク）によって行われ、基地局５（またはコアネットワーク）は
、ハンドオーバ決定を行う。基地局５は、中継移動電話３－３を介して移動電話３－１と
通信する。
【０１２５】
　この実施形態では、移動電話３－１は、中継移動電話３－３を介して、基地局によって
構成されたＵＥ－ＲセルおよびｅＮＢセルの無線信号を測定する。図５Ａおよび図５Ｂに
は示されていないが、この実施形態での移動電話３－１は、最初に、基地局５など別の通
信ノードとのアクティブなパケットデータ接続を有する。したがって、移動電話３－１は
、データを送信または受信しない場合でさえ、「ＲＲＣ接続」モードである。
【０１２６】
　図示されるように、ステップｓ５０１で、基地局５は、移動電話３－１によって測定さ
れる中継移動電話および基地局のセルのリスト（例えば、リストＬ＝｛ｅＮＢ１，ｅＮＢ
２，ＵＥ３－Ｒ｝）を計算する。ステップｓ５０３で、基地局５は、移動電話３－１に関
する構成パラメータを生成し、それにより、ハンドオーバが必要になるとき、この移動電
話３－１に適したハンドオーバターゲットセル（すなわち、適切な信号条件を有する隣接
基地局セルおよび／またはＵＥ－Ｒセル）を選択することができる。構成パラメータは、
測定レポートの送信を移動電話３－１に行わせる基準を含み、また、そのような測定レポ
ートの詳細（例えば、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、およびＲＳＣＰの１つなど、測定される量）
を指定する。基準は、周期的基準もしくはイベントトリガ基準、またはその両方を含むこ
とがある。構成パラメータは、他のネットワークノードから受信される情報と共に、基地
局５が移動電話３－１に関して保持する既存の情報を使用して生成することができる。
【０１２７】
　ステップｓ５０５で、（通信制御モジュール６３および送受信機回路５１を使用する）
基地局５が、構成メッセージ（例えば「ＲＲＣ接続再構成」メッセージ）を生成してサー
ビング中継移動電話３－３に送信する。基地局５は、このメッセージに、「ＭｅａｓＣｏ
ｎｆｉｇ」情報要素（ＩＥ）を含み、「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」情報要素は、測定の種類
と、基地局５によって生成される構成パラメータに従って移動電話３－１によって測定を
開始することが必要となる条件とを指定する。「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」ＩＥは、移動電
話３－１が測定を行うべき基地局セルおよび／または中継移動電話セルのリストを含む。
また、「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」ＩＥは、上記のイベント（例えばイベントＲ０～Ｒ６）
の少なくとも１つに関する測定パラメータを含む。移動電話３－１は、これらの測定パラ
メータを使用して、その測定モジュール４５の動作を制御する。特に、測定モジュール４
５は、隣接する基地局および中継移動電話からの信号に対して測定を行っており、（例え
ば移動電話３－１がそのサービング中継移動電話３－３から離れることにより）移動電話
３－１が現在のセルでの信号品質の悪化を受けているときに、および／または他の基地局
および／または中継移動電話の１つからの信号が予め設定されたしきい値よりも良くなる
とき（または例えばサービング中継移動電話からの信号が予め設定されたしきい値よりも
悪くなるとき）に、移動電話３－１がハンドオーバすることができる新たなセルを見出す
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。
【０１２８】
　ステップｓ５０７で、サービング中継移動電話３－３は、基地局５によって生成される
「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」情報要素（ＩＥ）を含む構成メッセージ（例えば「ＲＲＣ接続
再構成」メッセージ）を移動電話３－１に送信する。これを容易にするために、基地局５
は、ステップｓ５０５で送信された構成メッセージに、宛先ＵＥとして移動電話３－１を
指定するＵＥ宛先アドレスまたは識別子を含むことができ、したがって、サービング中継
移動電話３－３は、最小限の処理で、構成メッセージ（例えば「ＲＲＣ接続再構成」メッ
セージ）を移動電話３－１に転送することができる。
【０１２９】
　ステップｓ５０９で、移動電話３－１は、そこで定義された条件が満たされるか否かを
監視するための受信された「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」ＩＥに従って、およびセルのリスト
に従って、その測定モジュール４５を構成する。次いで、ステップｓ５１１で、移動電話
３－１は、確認メッセージ（例えば「ＲＲＣ接続再構成完了」メッセージ）を生成してサ
ービング中継移動電話３－３に送信することによって、測定再構成が成功したことを確認
する。ステップｓ５１３で、サービング中継移動電話３－３は、移動電話３－１の接続再
構成が完了したことを指定する対応する構成メッセージ（例えば「ＲＲＣ接続再構成完了
」メッセージ）を基地局５に送信する。
【０１３０】
　ステップｓ５１５で、移動電話３－１の測定モジュール４５は、「ＭｅａｓＣｏｎｆｉ
ｇ」ＩＥに含まれるリスト内で識別されるセルに関して、構成された信号測定を実施する
。移動電話３－１の測定モジュール４５が、「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」ＩＥで定義される
条件の１つが満たされている（すなわち、構成されたイベントの１つが生じている）と判
断するとき、報告モジュール４７に知らせ、報告モジュール４７は、ステップｓ５１７で
レポートを生成する。
【０１３１】
　次に、ステップｓ５１９で、移動電話３－１が、測定レポートメッセージ（例えば「Ｒ
ＲＣ測定レポート」メッセージ）を生成してそのサービング中継移動電話３－３に送信し
、このメッセージに、任意のＵＥ－Ｒセルを含む構成されたセルに関する測定結果と、レ
ポートが関係するセルを識別する関連情報とを含む。特に、測定レポートメッセージは、
構成されたイベント（Ｒ０～Ｒ６）の（少なくとも）１つが生じていることを示す情報を
含む。ステップｓ５２１で、サービング中継移動電話３－３は、対応する測定レポートメ
ッセージ（例えば「ＲＲＣ測定レポート」メッセージ）を（例えば報告モジュールを使用
して）基地局５に送信する。
【０１３２】
　基地局５がサービング移動電話３－３から測定レポートを受信した後、基地局５（例え
ばそのハンドオーバ制御モジュール６９）は、ステップｓ５２３で、移動電話３－１がハ
ンドオーバされるターゲットセルとして、測定レポートに含まれるセルの１つを選択する
ことによって、移動電話３－１に関するハンドオーバ決定を行う。この例では、測定レポ
ートは、ターゲットセルとして基地局５が選択する、中継移動電話３－４（「Ｒ－セル４
」）に属するセルに関する結果を含む。
【０１３３】
　ステップｓ５２５およびｓ５２７で、基地局５は、ハンドオーバの準備を行うようにタ
ーゲット中継移動電話３－４およびサービング中継移動電話３－３それぞれに命令し、ス
テップｓ５２９で、サービング中継移動電話３－３は、ハンドオーバの準備を行うように
移動電話３－１に命令する。
【０１３４】
　ステップｓ５３１で、ハンドオーバが行われ、すなわち、移動電話３－１は、中継移動
電話３－３によってはもはやサービスされず、中継移動電話３－４によってサービスされ
る。
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【０１３５】
　ステップｓ５３３で、ターゲット中継移動電話３－４は、中継移動電話３－３からのハ
ンドオーバが完了したことを基地局５に知らせる。
【０１３６】
　さらに、そのようなハンドオーバ後、ステップｓ５３５～ｓ５４１に従って、リストＬ
、および移動電話３－１に関する構成パラメータを更新することができる。
【０１３７】
　ハンドオーバ後、移動電話３－１は、測定レポートメッセージ（例えば「ＲＲＣ測定レ
ポート」メッセージ）を生成し、中継移動電話３－４に送信し、中継移動電話３－４は、
ここで、移動電話３－１をサービスしている。中継移動電話３－４が移動電話３－１から
測定レポートを受信した後、中継移動電話３－４は、（必要であれば）ステップｓ５３９
でセルのリストを更新し、その後、ステップｓ５４１で、受信された測定レポートメッセ
ージに基づいて、移動電話３－１に関する更新された構成パラメータを生成する。構成パ
ラメータは、代替としてまたは追加として、無線環境の基地局５の知識に基づくこともあ
り、他のネットワークノード（例えば、ＳＩＢまたは専用シグナリングを介してｅＮＢ、
中継ノード、またはＵＥ－Ｒ）から受信された情報を使用する。
【０１３８】
　次いで、この方法は、上述したステップｓ５０５～ｓ５２１と同等のステップｓ５４３
～ｓ５６１に進むが、ここでは、移動電話３－３ではなく、中継移動電話３－４が、サー
ビングセルとして働く。
【０１３９】
　図５Ａおよび図５Ｂを参照して記載した実施形態では、中継移動電話（例えば３－３ま
たは３－４）は、ハンドオーバ決定および構成パラメータ生成のプロセスにおいてそのよ
うな積極的な活動を行わない。これは、利用可能な処理リソースが比較的少ないことがあ
る中継移動電話で処理があまり必要とされないので有利となり得る。また、基地局５は、
無線環境のより詳細な知識を有することもできる。
【０１４０】
　図４Ａ、図４Ｂ、図５Ａ、および図５Ｂを参照して記載した実施形態では、中継移動電
話を介して基地局５と移動電話３－１との間で伝送されるメッセージの少なくとも幾つか
は、中継移動電話にとってはトランスペアレントなものであり得る。
【０１４１】
　有利には、図４Ａ、図４Ｂ、図５Ａ、および図５Ｂを参照して記載した実施形態は、移
動電話が基地局に直接接続することができない状況でハンドオーバの構成およびトリガを
可能にする。したがって、これは、基地局または中継ノードなどネットワークエンティテ
ィによって直接サービスされていないので移動電話が圏外にあるときでさえ、移動電話が
中継移動電話を介してネットワークと接続して通信する、公共安全用通信網（Ｐｕｂｌｉ
ｃ　Ｓａｆｅｔｙ）などの使用例またはシナリオで適用可能であり得る。
【０１４２】
　まとめると、説明した方法は、以下のことを可能にする。
　－ＵＥが中継移動電話によってサービスされた状態で、中継移動電話または代替として
基地局が、ＵＥ無線環境の監視を可能にするためのイベントを構成する。
　－ＵＥが中継移動電話によってサービスされた状態で、ＵＥが、中継移動電話を、利用
可能な基地局または（サービング及び隣接）中継移動電話と比較して監視する。
　－ＵＥが中継移動電話によってサービスされた状態で、ＵＥが、基準に従って、構成さ
れたイベントを構成されたタイミングで報告する。
　－中継移動電話または代替として基地局が、報告された測定情報を使用して、必要であ
れば、中継移動電話から別の中継移動電話または基地局もしくは中継ノードへのＵＥのハ
ンドオーバを初期化（initialise）する。
【０１４３】
（イベントＲ０、Ｒ１、およびＲ３）
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　図６は、中継器として動作するように構成された別の移動電話によって操作されるセル
に関してセル信号測定を実施して報告するときに移動電話３－１によって行われるプロセ
スを示すフローチャートである。フローチャートは、全体として、Ｒ１イベントのトリガ
を示す。
【０１４４】
　プロセスは、ステップｓ６００で始まり、すなわち、移動電話３－１が、そのサービン
グ中継移動電話３－３から構成パラメータを受信し、それに従って（サービング中継移動
電話３－３によって提供される受信された「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」ＩＥで指定されるよ
うに）その測定モジュール４５をセットアップした後に始まる。
【０１４５】
　ステップｓ６０２で、測定モジュール４５は、移動電話３－１が検出することができる
（または測定するように構成されている）任意のＵＥ中継セルのＲＳＲＰの測定を含め、
構成された信号測定を実施する。測定結果が利用可能であるとき、測定モジュール４５は
、ステップｓ６０４で、ＵＥ－Ｒセルの測定されたＲＳＲＰ（＋オフセット値）が現在の
サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰよりも大きいかどうかチェックする。測定モジュールが、
ＵＥ－Ｒセルの測定されたＲＳＲＰ（＋オフセット値）が現在のサービングＵＥ－ＲのＲ
ＳＲＰよりも大きいと判断した場合（結果：「はい」）、ステップｓ６０６に進む。しか
し、測定モジュールが、ＵＥ－Ｒセルの測定されたＲＳＲＰ（＋オフセット値）が現在の
サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ以下であると判断した場合（結果：「いいえ」）、ハンド
オーバが必要とされないと考えられ、したがってステップｓ６００に戻り、（測定構成に
よって指定されるように）新たな測定を実施すべきときにプロセスを再開する。
【０１４６】
　また、ステップｓ６０６で、測定モジュール４５は、ＵＥ－Ｒセルの測定されたＲＳＲ
Ｐ（＋オフセット値）が隣接セルのＲＳＲＰよりも大きいかどうかチェックする。測定モ
ジュールが、ＵＥ－Ｒセルの測定されたＲＳＲＰ（＋オフセット値）が隣接セルのＲＳＲ
Ｐよりも大きいと判断した場合（結果：「はい」）、ステップｓ６０８に進む。しかし、
測定モジュールが、ＵＥ－Ｒセルの測定されたＲＳＲＰ（＋オフセット値）が隣接セルの
ＲＳＲＰ以下であると判断した場合（結果：「いいえ」）、ハンドオーバが必要とされな
いと考えられ、したがってステップｓ６００に戻り、新たな測定を実施すべきときにプロ
セスを再開する。
【０１４７】
　次に、ステップｓ６０８で、測定モジュール４５は、サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰが
所定のしきい値未満であるかどうかチェックする。測定モジュールが、サービングＵＥ－
ＲのＲＳＲＰが所定のしきい値未満であると判断した場合（結果：「はい」）、ステップ
ｓ６１０に進み、ここで、対応するＵＥ－Ｒイベントがトリガされる。しかし、測定モジ
ュールが、サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰが所定のしきい値以上であると判断した場合（
結果：「いいえ」）、ハンドオーバが必要とされないと考えられ、したがってステップｓ
６００に戻り、新たな測定を実施すべきときにプロセスを再開する。
【０１４８】
　３つの条件全てが満たされる場合、すなわちステップｓ６０４、ｓ６０６、およびｓ６
０８が全て結果「はい」を返す場合、測定モジュール４５は、測定結果を報告モジュール
４７に転送し、報告モジュール４７は、サービング移動電話３－３に送信するための対応
するイベントレポートを生成する。イベントレポートがサービング移動電話３－３に送信
された後、移動電話３－１は、プロセスを終了し、選択されたターゲットセル、例えば測
定されたＵＥ－Ｒセルにハンドオーバするために移動電話３－３からの命令を待機する。
そのようなハンドオーバ命令がないとき、既存の構成に従ってセル測定が続き、プロセス
がステップｓ６００から再開する（または代替として、イベントレポートが、遅延後に移
動電話３－３に再伝送される）。
【０１４９】
　図６に示されるように、各ステップｓ６０４、ｓ６０６、およびｓ６０８での結果「は
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い」は、ＵＥ－Ｒ特有のイベントＲ１に対応する。
【０１５０】
　図６には示されていないが、イベントＲ３が構成されているとき、ｓ６０４とｓ６０６
の両方が結果「はい」を返す場合、移動電話３－１は、（ステップｓ６１０で）Ｒ３イベ
ントをトリガすることが理解されよう。
【０１５１】
　同様に、図６には示されていないが、イベントＲ０が構成されている場合、ステップｓ
６０４で結果「はい」の場合には、移動電話３－１は、（ステップｓ６１０でＲ０イベン
トをトリガすることによって）構成されたＲ０イベントの発生をサービング移動電話３－
３に報告する。
【０１５２】
　しかし、移動電話３－１に関して複数のイベント（例えば、イベントＲ０、Ｒ１、およ
びＲ３の３つ全て、および／または任意のさらなるイベント）が構成されることがあり、
したがって、ステップｓ６０４、ｓ６０６、およびｓ６０８で実施されたチェックの結果
に応じて複数のＵＥ－Ｒトリガイベントが生成および報告されることがあることが理解さ
れよう。
【０１５３】
　複数のＵＥ－Ｒトリガイベントが検出される場合、それらを、ただ１つの測定レポート
を使用して、または個別の測定レポートを使用して、サービング基地局５に報告すること
ができる。さらに、ＵＥ－Ｒイベント（すなわちイベントＲ０～Ｒ６）は、「通常の」基
地局セルに関係するイベント（すなわちイベントＡ１～Ｂ２）と共に報告することができ
、またはそれらを別々に報告することもできる。
【０１５４】
（イベントＲ２）
　図７は、ＵＥ中継器として動作するように構成された別の移動電話によって操作される
セルに関してセル信号測定を実施して報告するときに移動電話３－１によって行われる別
のプロセスを示すフローチャートである。特に、この例は、一例としてイベントＲ２を使
用することによって、測定されたＲＳＲＰ値を所定のしきい値と比較することに依拠する
。
【０１５５】
　プロセスは、ステップｓ７００で始まり、すなわち、移動電話３－１が、そのサービン
グ中継移動電話３－３から構成パラメータを受信し、それに従って（サービング中継移動
電話３－３によって提供される受信された「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」ＩＥで指定されるよ
うに）その測定モジュール４５をセットアップした後に始まる。
【０１５６】
　ステップｓ７０２で、測定モジュール４５は、移動電話３－１が検出することができる
（または測定するように構成されている）任意のＵＥ中継セルのＲＳＲＰの測定を含め、
構成された信号測定を実施する。測定結果が利用可能であるとき、測定モジュール４５は
、ステップｓ７０４で、ＵＥ－Ｒセルの測定されたＲＳＲＰが第１の所定のしきい値より
も大きいかどうかチェックする。測定モジュールが、ＵＥ－Ｒセルの測定されたＲＳＲＰ
が第１の所定のしきい値よりも大きいと判断した場合（結果：「はい」）、ステップｓ７
０６に進む。しかし、測定モジュールが、ＵＥ－Ｒセルの測定されたＲＳＲＰが第１の所
定のしきい値以下であると判断した場合（結果：「いいえ」）、ハンドオーバが必要とさ
れないと考えられ、したがってステップｓ７００に戻り、新たな測定を実施すべきときに
プロセスを再開する。
【０１５７】
　また、ステップｓ７０６で、測定モジュール４５は、サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰが
第２の所定のしきい値よりも小さいかどうかチェックする。測定モジュールが、サービン
グＵＥ－ＲのＲＳＲＰが第２の所定のしきい値よりも小さいと判断した場合（結果：「は
い」）、ステップｓ７１０に進み、ここで、対応するＵＥ－Ｒイベントがトリガされる。
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しかし、測定モジュールが、サービングＵＥ－ＲセルのＲＳＲＰが第２の所定のしきい値
以上であると判断した場合（結果：「いいえ」）、ハンドオーバが必要とされないと考え
られ、したがってステップｓ７００に戻り、新たな測定を実施すべきときにプロセスを再
開する。
【０１５８】
　両方の条件が満たされる場合、すなわちステップｓ７０４とステップｓ７０６が結果「
ＹＥＳ」を生じる場合、測定モジュール４５は、測定結果を報告モジュール４７に転送し
、報告モジュール４７は、サービング中継移動電話３－３に送信するための対応するイベ
ントレポートを生成する。イベントレポートがサービング中継移動電話３－３に送信され
た後、移動電話３－１は、プロセスを終了し、選択されたターゲットセル、例えば測定さ
れたＵＥ－Ｒセルにハンドオーバするために中継移動電話３－３からの命令を待機する。
そのようなハンドオーバ命令がないとき、既存の構成に従ってセル測定が続き、プロセス
がステップｓ７００から再開する（または代替として、イベントレポートが、遅延後に基
地局に再伝送される）。
【０１５９】
（イベントＲ０、Ｒ１、およびＲ３のためのトリガ）
　図８は、図１に示される移動電話３－１によって測定されるときの、時間にわたる様々
なセルの信号強度の変化を示すグラフである。特に、図８は、オフセット値としてゼロが
選択されたときの、構成された測定イベントＲ０、Ｒ１、およびＲ３によるハンドオーバ
基準の間の関係を示す。
【０１６０】
　図示されるように、様々なイベントが、様々な信号レベルで（したがって異なる時点で
）移動電話３－１にハンドオーバを開始させる。例えば、イベントＲ０の場合、ハンドオ
ーバは、サービングＵＥ－Ｒの信号レベル（ＲＳＲＰ）が依然として比較的高いときに既
に始まることがある。なぜなら、この場合、考慮に入れられる唯一の条件は、ＵＥ－Ｒセ
ルのＲＳＲＰがサービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰよりも高いか否かであるからである。幾つ
かの状況では、これにより、ＵＥ－Ｒセルへの移動電話３－１のハンドオーバが早くなり
過ぎることがあるが、これは、例えば負荷分散の面で望ましいことがある。
【０１６１】
　イベントＲ３の場合、ＵＥ－Ｒセルへのハンドオーバは、ＵＥ－Ｒセルの測定されたＲ
ＳＲＰが、サービングＵＥ－Ｒと任意の（他の）隣接セルとの両方のそれぞれのＲＳＲＰ
よりも高くなるまでは始まらない。この場合、あるＵＥ－Ｒが他のセルよりも良い信号条
件を提供しない限り、「通常の」基地局セルが、ＵＥ－Ｒセルよりも高い優先順位を与え
られることがある。
【０１６２】
　最後に、イベントＲ１は、さらに後の時点で（現在のサービングＵＥ－Ｒの対応するよ
り低いＲＳＲＰレベルで）ハンドオーバをもたらす。なぜなら、この場合、第３の条件（
サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰがしきい値未満である）も満たされなければならないから
である。当然、しきい値を増加または減少させることによって、基地局は、移動電話３－
１によるハンドオーバトリガを微調整することができる。比較的低いしきい値レベルを有
するイベントＲ１を構成すると、サービングＵＥ－Ｒは、そのセルでの移動電話３－１の
頻繁なハンドオーバを避けることができ、その一方で、ハンドオーバが必要になったとき
には、あるＵＥ－Ｒセルが任意の他の隣接セルよりも良い信号条件を提供する場合にその
ＵＥ－Ｒセルを選択することができることも保証することができる。
【０１６３】
　上述したように、ＵＥ－Ｒセルに関する「進入条件」を満たすことが対応する「退出条
件」を満たすことよりも実質的に難しいヒステリシスが適用されることがある。図８は、
そのような「進入条件」（Ｒ０’’およびＲ３’’）と、対応する「退出条件」（Ｒ０’
およびＲ３’）の２つを示し、ここで、ＵＥ－Ｒセルに関する「進入条件」は、対応する
「退出条件」よりも高いＲＳＲＰを必要とする。これは、移動電話がＵＥ－Ｒセルにハン
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ドオーバした後、セルに進入した時点よりも信号品質がはるかに悪くなるまでは、移動電
話がこのセルを退出しないことを保証する。
【０１６４】
（イベントＲ２のためのトリガ）
　図９は、図１に示される移動電話３－１によって測定されるときの、時間にわたるサー
ビングセルおよびＵＥ中継セルの信号強度の変化を示すグラフである。特に、図９は、測
定イベントＲ２の構成された「進入条件」に従うハンドオーバ基準を示す。図７を参照し
て前述したように、イベントＲ２のためのトリガ条件は、ｉ）ＵＥ－ＲセルのＲＳＲＰ（
－Ｈｙｓｔ）が第１のしきい値よりも大きいこと（図９において印「Ｘ」を付けられた点
で満たされる）、およびｉｉ）サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ（＋Ｈｙｓｔ）が第２のし
きい値を下回ること（この第２の条件は、印「Ｒ２」を付けられた点でのみ満たされる）
である。
【０１６５】
（ヒステリシスの適用）
　図１０は、ヒステリシスの適用により生じる様々な進入条件および退出条件を考慮する
メカニズムを示す。特に、このメカニズムは、サービングＵＥ－Ｒにイベントの発生を報
告する前に、進入条件と退出条件の両方をチェックする（および「トリガ時点」パラメー
タを適用する）ことを含む。
【０１６６】
　有利には、この代替形態の「トリガ時点」パラメータは、「通常の」セルのトリガ時点
の報告とは異なることがある。特に、（ステップｓ９０４で）あるセルに関して「進入条
件」が満たされた後、移動電話３－１は、そのセルが、ハンドオーバターゲットセルとし
て適格であるように十分に安定な信号条件を提供するか否か検証する。したがって、「進
入条件」が最初に満たされるとき（ステップｓ９０４：はい）、移動電話３－１は、タイ
マを始動して（ステップｓ９０５で）、このセルに関するさらなる測定を行う（ステップ
ｓ９０６）。この後、移動電話３－１は、測定されたセルに関して「退出条件」が満たさ
れていることを反復的な測定が示すか否かをチェックする（ステップｓ９０８）。構成さ
れたタイマの時間切れまでに「退出条件」が依然として満たされない場合（ステップｓ９
０９）、移動電話は、そのセルを、適格なハンドオーバターゲットセルとしてネットワー
クに報告する。しかし、測定される信号条件が、第１の測定（ステップｓ９０２）の後、
退出条件が実現されるように「トリガ時点」条件が満たされる（ステップｓ９０９）前に
悪化する場合、移動電話３－１は、ネットワークにレポートを送信しない。
【０１６７】
　この代替形態は、有益には、「ピンポン」タイプの影響、および移動電話３－１とネッ
トワーク１との間のシグナリングを減少させることができる。
【０１６８】
（修正形態および代替形態）
　詳細な実施形態を上述してきた。それらの実施形態で具現化される本発明からの利益を
依然として得られるようにしながら、上述した実施形態に対して多くの修正および変更を
行うことができることを当業者は理解されよう。
【０１６９】
　上述したＵＥ中継器（中継器として動作する移動電話）は、例えば参照信号（ＣＲＳ／
ＣＳＩ－ＲＳ）など、ハンドオーバすべき移動電話によって測定することができる無線情
報をブロードキャストする。好ましくは、ＵＥ中継器はまた、それら自体のセル識別子ま
たは他の情報をブロードキャストし、この識別子または他の情報は、測定を行う移動電話
に、測定されているセルが中継移動電話によって操作されていることを知らせる。
【０１７０】
　図４Ａおよび図４Ｂに例示されるタイミング図に関して、ステップｓ４２１～ｓ４３５
は任意選択であり、システム１によって実施されないことがある。
【０１７１】
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　さらに、ステップｓ４０５で、情報は、例えば、受信された構成メッセージからの情報
を処理することによって、または代替として（もしくは追加として）外部情報源から情報
を獲得することによって、別の様式で回復され得る。
【０１７２】
　全てのイベントＲ０～Ｒ６において、キャリアアグリゲーションが適用される場合には
、「サービングＵＥ－Ｒ」は、一次ＵＥ－Ｒセルまたは二次ＵＥ－Ｒセルによって置き換
えられ得る。これは、以下の例示的な場合に当てはまる。
　一次セルがｅＮＢであり、二次セルがＵＥ－Ｒである、または
　一次セルがＵＥ－Ｒであり、二次セルが第２のＵＥ－Ｒである、または
　一次セルがＵＥ－Ｒであり、二次セルがｅＮＢである。
【０１７３】
　このようにして、ＵＥは、ｅＮＢと二次または一次ＵＥ－Ｒとの両方から来る搬送波で
通信することができ、それにより、通信を行うことができるスペクトルを高め、したがっ
て伝送スループットを増加する。当業者には、３ＧＰＰでは、このキャリアアグリゲーシ
ョン方法が、同じ送信源ｅＮＢによって提供される２つの搬送波に関して導入された。
【０１７４】
　図２Ａおよび図２Ｂは移動電話３－１および３－３を例示するが、任意のまたは全ての
移動電話３が中継移動電話になり得るので、任意の移動電話３が、図２Ａおよび図２Ｂに
示される任意のまたは全てのモジュールを有することもできる。
【０１７５】
　中継移動電話３－３は、図５Ａおよび図５Ｂに例示されるタイミング図に従って動作す
るとき、ハンドオーバ制御モジュール３６９および／または測定構成モジュール３６５を
含まないことがある。なぜなら、図５Ａおよび図５Ｂに例示される実施形態では、基地局
５（またはコアネットワーク７）が、ハンドオーバおよび／または測定の構成を制御する
からである。
【０１７６】
　図４Ａ、図４Ｂ、図５Ａ、および図５Ｂは、中継移動電話および基地局の機能を示す。
しかし、中継移動電話（または基地局）の機能の幾つかは、中継移動電話または基地局に
分離して提供され得ることが理解されよう。
【０１７７】
　上記の実施形態では、イベントＲ０～Ｒ６は、ＵＥ－Ｒセル、サービングＵＥ－Ｒセル
、および隣接セルのＲＳＲＰの測定を必要とするものとして記載した。しかし、ＲＳＲＱ
またはＲＳＣＰの測定または複数の量の測定も可能であることが理解されよう。これは、
有益には、ＵＥ－Ｒセルがサービング基地局とは異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使
用する場合に、インターラット（ｉｎｔｅｒ－ＲＡＴ）測定（すなわちイベントＢ１／Ｂ
２）の構成を可能にする。幾つかの場合には、幾つかのセルに関してはＲＳＲＰが測定さ
れ、他のセルに関してはＲＳＲＱおよび／またはＲＳＣＰが測定されてもよい。
【０１７８】
　上記の実施形態では、イベントＲ０～Ｒ６は、様々なオフセットおよび／またはしきい
値を考慮に入れるものとして記載した。オフセット値は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１
で指定される値「Ｏｆｎ」、「Ｏｃｎ」、「Ｏｆｐ」、「Ｏｃｐ」、および「Ｏｆｆ」の
うちの任意の値として定義することができる。しかし、例えば以下のことなど、様々な組
合せおよび代替が可能であることが理解されよう。
　－オフセット値は、「Ｏｆｎ」、「Ｏｃｎ」、「Ｏｆｐ」、「Ｏｃｐ」、および「Ｏｆ
ｆ」（および／または任意の他のオフセット値）のうちの任意の値の適切な組合せでよい
。
　－様々なイベントが、様々な指定の（単一のまたは組み合わされた）オフセット値を有
していてよい。
【０１７９】
　例えば、オフセット値を使用する場合、オフセット値は、全ての条件に適用可能であっ
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ても、条件の幾つかのみに適用可能であってもよい。さらに、ヒステリシスも、全ての条
件に適用されても、条件の幾つかのみに適用されてもよい。幾つかの場合には、「進入条
件」および対応する「退出条件」を指定するために様々なヒステリシス値が使用されるこ
とがある。全ての例で、しきい値は、サービングセルと隣接セルに関して同じことがある
。しかし、サービングセルと隣接セルに関して異なるしきい値を設定することも可能であ
る。
【０１８０】
　「ハンドオーバタイマ」パラメータは、測定の実施と（ＵＥ－Ｒセルへの）ハンドオー
バの開始との間で経過し得る最大時間を定義するように構成されることがある。有益には
、そのような「ハンドオーバタイマ」は、通常の（すなわちｅＮＢ／ＲＮベースの）モビ
リティとは異なるＵＥ－Ｒセルベースのモビリティに関する要件を考慮に入れることがで
きる。
【０１８１】
　さらに、任意のイベントＲ０～Ｒ６は、それらがサービング基地局に報告される前に、
最小期間にわたって（または最小回数の連続する測定に関して）進入条件または退出条件
が満たされる必要があるように指定されることがある。これは、有益には、測定されるＵ
Ｅ－Ｒセルでの信号品質の増加または減少を検出した直後にはハンドオーバがトリガされ
ず、最小量の時間が経過した後に、または最小回数（例えば２回以上）の測定がそれらの
信号に関して行われた後に、変化した信号条件がトリガ条件を依然として満たすときにの
み、ハンドオーバがトリガされることを保証する。このようにして、（例えば、測定され
たＵＥ中継器によって伝送される信号の品質の変動による）頻繁なハンドオーバを回避す
ることができる。
【０１８２】
　また、ヒステリシス、オフセット、トリガ時点の値のいずれか１つを、正または負の値
、または０にすることができることも理解されよう。さらに、（例えば、ステップｓ６０
８、ｓ７０４、およびｓ７０６での）比較は、「しきい値よりも低い（もしくは等しい）
」または「しきい値よりも高い（もしくは等しい）」と定義され得る。
【０１８３】
　サービングＵＥ－Ｒは、そのセル内の全ての移動電話に関して同じオフセットおよび／
またはトリガ時点の値を設定することができ、あるいは、各移動電話（または移動電話の
グループ）に関して異なるオフセットおよび／またはトリガ時点の値を設定することがで
きる。
【０１８４】
　また、「進入」条件（すなわちＵＥ－Ｒセルへのハンドオーバ）と「退出」条件（すな
わちＵＥ－Ｒセルからのハンドオーバ）に関して異なるトリガを定義することができるこ
とも理解されよう。しかし、ＵＥ－Ｒセルに関する「進入」条件と「退出」条件との両方
に関して同じトリガを定義する、またはそれらの一方のみを使用することも可能である。
【０１８５】
　ＵＥ中継セルでの信号条件を考慮に入れる幾つかの可能なイベントを上述した。しかし
、構成されたイベントが、複数のＵＥ中継セルでの信号条件を考慮に入れることもできる
ことが理解されよう。
【０１８６】
　例えば、上で定義した任意のイベントにおいて、他のＵＥ中継器に関係する追加の条件
が含まれることがある。これは、ネットワークが、候補ＵＥ中継器のＲＳＲＰと他の候補
ＵＥ中継器のＲＳＲＰとを比較することを必要とする場合に有益となり得る。例えば、イ
ベントＲ０の例を使用すると、進入条件は、以下のように定義され得る。（（ＵＥ－Ｒ　
ＲＳＲＰ＋オフセット値－Ｈｙｓｔ）＞サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ）および（（ＵＥ
－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値－Ｈｙｓｔ）＞他のＵＥ－ＲのＲＳＲＰ））。対応する退
出条件は、以下のように定義され得る。（（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値＋Ｈｙｓ
ｔ）＜サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ）および（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値＋Ｈ
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ｙｓｔ）＜他のＵＥ－ＲのＲＳＲＰ）。
【０１８７】
　代替として、上述の任意のイベントを、「隣接セルのＲＳＲＰ」ではなく「他のＵＥ中
継器のＲＳＲＰ」を使用して構成することもできる。この場合、移動電話は、有益には、
その候補ＵＥ中継器によって提供される信号条件を他の候補ＵＥ中継器と比較することが
可能である。例えば、イベントＲ１に基づいて、進入条件は、以下のように定義され得る
。（（（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値－Ｈｙｓｔ）＞サービングＵＥ－ＲのＲＳＲ
Ｐ）および（（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値－Ｈｙｓｔ）＞他のＵＥ－ＲのＲＳＲ
Ｐ）および（ＲＳＲＰサービングＵＥ－Ｒ）＋Ｈｙｓｔ＜しきい値））。対応する退出条
件は、以下のように定義され得る。（（（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値＋Ｈｙｓｔ
）＜サービングＵＥ－ＲのＲＳＲＰ）および（（ＵＥ－Ｒ　ＲＳＲＰ＋オフセット値＋Ｈ
ｙｓｔ）＜他のＵＥ－ＲのＲＳＲＰ）および（ＲＳＲＰサービングＵＥ－Ｒ－Ｈｙｓｔ＞
しきい値））。
【０１８８】
　上記の実施形態では、３ＧＰＰ　ＬＴＥ規格に適合する通信プロトコルおよびインター
フェースを記載してきた。したがって、（「ＲＮ－Ｕｕ」インターフェースと同様であり
得る）「ＵＥＲ－Ｕｕ」インターフェースが、ＵＥ中継器と、中継すべき移動電話との間
に提供される。しかし、他の通信規格の使用も可能であることが理解されよう。
【０１８９】
　例えば、ＵＥ中継器と、中継すべき移動電話との間に提供されるリンクは、ＧＳＭ（登
録商標）、ＵＭＴＳ、ＬＴＥなど、任意の３ＧＰＰ技術を使用することがある。代替とし
て、Ｗｉ－Ｆｉ、ＣＤＭＡ、ＷｉＭＡＸなど、異なる（例えば非３ＧＰＰ）通信技術が使
用されることもある。移動電話がＬＴＥ以外の他の技術（例えば、ＵＭＴＳ＆ＨＳＰＡな
どの３ＧＰＰ技術、またはＷｉＦｉ、ＷｉＭＡＸ、ＣＤＭＡなどの非３ＧＰＰ技術）もサ
ポートする場合、その送受信機回路および通信制御モジュールは、上述したのとは異なる
様式で実装され得る。
【０１９０】
　ＬＴＥセルを測定するとき、移動電話は、例えばＲＳＲＰおよび／またはＲＳＳＩおよ
び／またはＲＳＲＱの値を測定することができる。異なるワイヤレス規格（例えばＣＤＭ
Ａ）を実装するセルの場合、ＲＳＣＰなど他のパラメータを測定することもできる。
【０１９１】
　上記の実施形態では、構成データは、ＵＥ中継器（中継モードで動作する移動電話）に
特有のトリガイベントを含む。しかし、そのようなトリガイベントが、他のタイプの中継
デバイス、例えば従来の中継ノードなどにも適用可能であることが理解されよう。
【０１９２】
　（ステップｓ５０３で）基地局によって生成される構成が、周期的なタイプのものであ
るとき、および構成パラメータが、ＵＥに送信された前の構成とは異なるとき、構成デー
タが再送信される（すなわちステップｓ５０５）。
【０１９３】
　構成データは、移動電話によって実施される測定の要求される周期性を定義することが
できる（すなわち、ステップｓ５１５が既定の間隔で繰り返される）。
【０１９４】
　また、構成データは、移動電話からＵＥ－Ｒに送信される測定レポートの要求される周
期性を定義することもできる（すなわち、ステップｓ５１９が既定の間隔で繰り返される
）。
【０１９５】
　幾つかのイベントは、（例えば負荷分散のために）基地局セルへのハンドオーバを回避
すべき状況で特に有益となり得る。隣接基地局セルに関する測定を構成することなく特定
の移動電話に関してイベントＲ４を構成する場合、サービングセルおよび候補ＵＥ中継セ
ルのみが測定される。これは、より迅速な報告およびハンドオーバ手続きをもたらすこと
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ができる。
【０１９６】
　また、イベントＲ５は、負荷分散に関して（すなわち、基地局またはＵＥ－Ｒが、より
低い電力のＵＥ－Ｒセルとして、特定の周波数の使用の減少または特定の周波数の再使用
を試みているときに）特に有益となり得る。また、ＵＥ－Ｒセルからの、およびサービン
グｅＮＢセルからのスペクトルアグリゲーションに関して使用することもできる。
【０１９７】
　基地局またはＵＥ－Ｒは、例えばＨＳＳ、ＭＭＥ、または移動電話自体から移動電話の
機能に関する情報を受け取ることによって、どの移動電話が中継機能をサポートするかを
決定することが可能であることが理解されよう。この情報を使用して、隣接ＵＥ－Ｒの測
定を構成するためのリストを計算することができる。
【０１９８】
　同様に、基地局またはＵＥ－Ｒは、どの移動電話がＵＥ中継器を介して中継データを受
信することが可能かを決定することもできる。この機能はまた、ＨＳＳ、ＭＭＥ、または
移動電話自体から受信される情報に基づいて決定されてもよい。有益には、基地局は、特
定の移動電話が中継データを受信可能であることを検証した後に初めて、この移動電話に
関してイベントＲ０～Ｒ６を構成する。（ＵＥ中継器を介して）中継データを受信するこ
とが可能でない移動電話に関しては、基地局またはＵＥ－Ｒは、イベントＲ０～Ｒ６を構
成しない。しかし、それでも、ＵＥ中継セルに関してイベントＡ１～Ｂ２を構成すること
ができるが、中継されたデータを（ＵＥ中継器を介して）受信することが可能でない移動
電話に関しては、そのようなセルへのハンドオーバを開始しない。これらの移動電話に関
しては、受信された測定レポートが、ＵＥ－Ｒセルがより良い信号条件を提供することを
示す場合でさえ、基地局またはＵＥ－Ｒは、基地局または従来の中継ノードによって操作
されるハンドオーバセルを選択する。
【０１９９】
　上記の実施形態では、基地局またはＵＥ－Ｒは、測定データを構成し、ＲＲＣシグナリ
ングを使用して任意の測定の結果を受信する。しかし、追加としてまたは代替として、他
のタイプのシグナリングを使用することもできることが理解されよう。例えば、（イベン
トＲ０～Ｒ６を含む）測定構成は、システムブロードキャストなど、専用ＲＲＣシグナリ
ングまたは非専用ＲＲＣシグナリングを介して送信され得る。さらに、基地局とＵＥ－Ｒ
とのインターフェースで任意のタイプのシグナリングを使用することができ、ＵＥ－Ｒと
ＵＥとのインターフェースで任意のタイプのシグナリングを使用することができる。特に
、ＵＥ－ＲとＵＥとのインターフェースは、非ＲＲＣプロトコル、場合によっては、非Ｒ
ＲＣメッセージ内にＲＲＣメッセージを（例えば透過的に）カプセル化することができる
ようにするプロトコルを使用することができる。
【０２００】
　構成データは、各移動電話（または移動電話のグループ）に特有のものでも、基地局の
セル内または通信ネットワーク全体内の全ての移動電話に関して共通のものでもよい。
【０２０１】
　上記の実施形態では、移動電話ベースの電気通信システムを記載した。当業者には理解
されるように、本出願に記載するシグナリング技術は、他の通信システムで採用すること
もできる。上記の実施形態では、ユーザ機器の例として移動電話を記載したが、他の通信
ノードまたは移動体通信デバイスを使用することもでき、例えば、個人用携帯情報端末、
ラップトップコンピュータ、ウェブブラウザ、電子ブックリーダ、３ＧＰＰ技術を実装す
るパーソナルコンピュータ、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）デバイス、ルー
タ（例えばＭｉＦｉ－ＬＴＥ　ＷｉＦｉルータ）に含まれるモデムデバイスなどを、本発
明の範囲から逸脱することなく使用することができる。
【０２０２】
　上述した実施形態では、移動電話と基地局はそれぞれ送受信機回路を含む。典型的には
、この回路は、専用のハードウェア回路によって形成される。しかし、幾つかの実施形態
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では、送受信機回路の一部は、対応する制御装置によって実行されるソフトウェアとして
実装することができる。
【０２０３】
　上記の実施形態では、幾つかのソフトウェアモジュールを記載した。当業者に理解され
るように、ソフトウェアモジュールは、コンパイルした形態で提供されても、またはコン
パイルしていない形態で提供されてもよく、コンピュータネットワークを介する信号とし
て、または記録媒体上で基地局または中継局に供給することができる。さらに、このソフ
トウェアの一部または全てによって実施される機能は、１つまたは複数の専用ハードウェ
ア回路を使用して実施することができる。
【０２０４】
　当業者には様々な他の修正形態が明らかであり、本明細書でさらに詳細には説明しない
。
【０２０５】
　例えば、本発明は、ＣＰＵ（中央処理装置）などのコンピュータに図４Ａ～図７および
図９に示されるプロセスを実行させるためのプログラムによって具現化することができる
。
【０２０６】
　プログラムは、任意のタイプの非一時的なコンピュータ可読媒体を使用してコンピュー
タに記憶および提供することができる。非一時的なコンピュータ可読媒体は、任意のタイ
プの有形の記憶媒体を含む。非一時的なコンピュータ可読媒体の例としては、磁気記憶媒
体（フロッピー（登録商標）ディスク、磁気テープ、ハードディスクドライブなど）、光
磁気記憶媒体（例えば光磁気ディスク）、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ（ｃｏｍｐａｃｔ　ｄ
ｉｓｃ　ｒｅｃｏｒｄａｂｌｅ）、ＣＤ－Ｒ／Ｗ（ｃｏｍｐａｃｔ　ｄｉｓｃ　ｒｅｗｒ
ｉｔａｂｌｅ）、および半導体メモリ（例えば、マスクＲＯＭ、ＰＲＯＭ（プログラマブ
ルＲＯＭ）、ＥＰＲＯＭ（消去可能なＰＲＯＭ）、フラッシュＲＯＭ、ＲＡＭ（ランダム
アクセスメモリ）など）が挙げられる。プログラムは、任意のタイプの一時的なコンピュ
ータ可読媒体を使用してコンピュータに提供することができる。一時的なコンピュータ可
読媒体の例としては、電気信号、光信号、および電磁波が挙げられる。一時的なコンピュ
ータ可読媒体は、有線通信ライン（例えば電気ワイヤや光ファイバ）または無線通信ライ
ンを介してコンピュータにプログラムを提供することができる。
【０２０７】
（３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１で定義される測定イベントの要約）
５．５．４．２　イベントＡ１（サービングがしきい値よりも良くなる）
　不等式Ａ１－１（進入条件）
　Ｍｓ－Ｈｙｓ＞しきい値
　不等式Ａ１－２（退出条件）
　Ｍｓ＋Ｈｙｓ＜しきい値
【０２０８】
５．５．４．３　イベントＡ２（サービングがしきい値よりも悪くなる）
　不等式Ａ２－１（進入条件）
　Ｍｓ＋Ｈｙｓ＜しきい値
　不等式Ａ２－２（退出条件）
　Ｍｓ－Ｈｙｓ＞しきい値
【０２０９】
５．５．４．４　イベントＡ３（隣接セルがＰセルよりもオフセット分だけ良くなる）
　不等式Ａ３－１（進入条件）
　Ｍｎ＋Ｏｆｎ＋Ｏｃｎ－Ｈｙｓ＞Ｍｐ＋Ｏｆｐ＋Ｏｃｐ＋Ｏｆｆ
　不等式Ａ３－２（退出条件）
　Ｍｎ＋Ｏｆｎ＋Ｏｃｎ＋Ｈｙｓ＜Ｍｐ＋Ｏｆｐ＋Ｏｃｐ＋Ｏｆｆ
【０２１０】
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５．５．４．５　イベントＡ４（隣接セルがしきい値よりも良くなる）
　不等式Ａ４－１（進入条件）
　Ｍｎ＋Ｏｆｎ＋Ｏｃｎ－Ｈｙｓ＞しきい値
　不等式Ａ４－２（退出条件）
　Ｍｎ＋Ｏｆｎ＋Ｏｃｎ＋Ｈｙｓ＜しきい値
【０２１１】
５．５．４．６　イベントＡ５（Ｐセルがしきい値１よりも悪くなり、隣接セルがしきい
値２よりも良くなる）
　不等式Ａ５－１（進入条件１）
　Ｍｐ＋Ｈｙｓ＜しきい値１
　不等式Ａ５－２（進入条件２）
　Ｍｎ＋Ｏｆｎ＋Ｏｃｎ－Ｈｙｓ＞しきい値２
　不等式Ａ５－３（退出条件１）
　Ｍｐ－Ｈｙｓ＞しきい値１
　不等式Ａ５－４（退出条件２）
　Ｍｎ＋Ｏｆｎ＋Ｏｃｎ＋Ｈｙｓ＜しきい値２
【０２１２】
５．５．４．６ａ　イベントＡ６（隣接セルがＳセルよりもオフセット分だけ良くなる）
　不等式Ａ６－１（進入条件）
　Ｍｎ＋Ｏｃｎ－Ｈｙｓ＞Ｍｓ＋Ｏｃｓ＋Ｏｆｆ
　不等式Ａ６－２（退出条件）
　Ｍｎ＋Ｏｃｎ＋Ｈｙｓ＜Ｍｓ＋Ｏｃｓ＋Ｏｆｆ
【０２１３】
５．５．４．７　イベントＢ１（インターラット隣接セルがしきい値よりも良くなる）
　不等式Ｂ１－１（進入条件）
　Ｍｎ＋Ｏｆｎ－Ｈｙｓ＞しきい値
　不等式Ｂ１－２（退出条件）
　Ｍｎ＋Ｏｆｎ＋Ｈｙｓ＜しきい値
【０２１４】
５．５．４．８　イベントＢ２（Ｐセルがしきい値１よりも悪くなり、インターラット隣
接セルがしきい値２よりも良くなる）
　不等式Ｂ２－１（進入条件１）
　Ｍｐ＋Ｈｙｓ＜しきい値１
　不等式Ｂ２－２（進入条件２）
　Ｍｎ＋Ｏｆｎ－Ｈｙｓ＞しきい値２
　不等式Ｂ２－３（退出条件１）
　Ｍｐ－Ｈｙｓ＞しきい値１
　不等式Ｂ２－４（退出条件２）
　Ｍｎ＋Ｏｆｎ＋Ｈｙｓ＜しきい値２
【０２１５】
　ここで、
　Ｍｓは、任意のセルの個々のオフセットを考慮に入れない、サービングセルの測定結果
である。
　Ｍｎは、オフセットを考慮に入れない、隣接セルの測定結果である。
　Ｏｆｎは、隣接セルの周波数の周波数特有オフセットである（すなわち、隣接セルの周
波数に対応するｍｅａｓＯｂｊｅｃｔＥＵＴＲＡで定義されるｏｆｆｓｅｔＦｒｅｑ）。
　Ｏｃｎは、隣接セルのセル特有オフセットであり（すなわち、隣接セルの周波数に対応
するｍｅａｓＯｂｊｅｃｔＥＵＴＲＡで定義されるｃｅｌｌＩｎｄｉｖｉｄｕａｌＯｆｆ
ｓｅｔ）、隣接セルに関して設定されない場合にはゼロに設定される。
　Ｍｐは、オフセットを考慮に入れない、Ｐセルの測定結果である。
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　Ｏｆｐは、一次周波数の周波数特有オフセットである（すなわち、一次周波数に対応す
るｍｅａｓＯｂｊｅｃｔＥＵＴＲＡで定義されるｏｆｆｓｅｔＦｒｅｑ）。
　Ｏｃｐは、Ｐセルのセル特有オフセットであり（すなわち、一次周波数に対応するｍｅ
ａｓＯｂｊｅｃｔＥＵＴＲＡで定義されるｃｅｌｌＩｎｄｉｖｉｄｕａｌＯｆｆｓｅｔ）
、Ｐセルに関して設定されない場合にはゼロに設定される。
　Ｈｙｓは、このイベントに関するヒステリシスパラメータである（すなわち、このイベ
ントに関してｒｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇＥＵＴＲＡで定義されるヒステリシス）。
　Ｏｆｆは、このイベントに関するオフセットパラメータである（このイベントに関して
ｒｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇＥＵＴＲＡで定義されるａ３－Ｏｆｆｓｅｔ）。
　Ｍｎ、Ｍｐは、ＲＳＲＰの場合には単位ｄＢｍで表され、またはＲＳＲＱの場合にはｄ
Ｂで表される。
　Ｏｆｎ、Ｏｃｎ、Ｏｆｐ、Ｏｃｐ、Ｈｙｓ、Ｏｆｆは、ｄＢで表される。
【０２１６】
　本出願は、２０１３年１月１１日出願の英国特許出願第１３００５３４．３号明細書に
基づき、その特許文献からの優先権を主張し、その特許文献の開示全体を参照により本明
細書に援用する。
【符号の説明】
【０２１７】
　１　電気通信システム
　３（３－１～３－４）　移動電話
　５（５－１、５－２）　基地局
　７　コアネットワーク
　３１　送受信機回路
　３３　アンテナ
　３５　ユーザインターフェース
　３７　制御装置
　３９　メモリ
　４１　オペレーティングシステム
　４３　通信制御モジュール
　４５　測定モジュール
　４７　報告モジュール
　４９　ハンドオーバモジュール
　３３１　送受信機回路
　３３３　アンテナ
　３３５　ユーザインターフェース
　３３７　制御装置
　３３９　メモリ
　３４１　オペレーティングシステム
　３４３　通信制御モジュール
　３６５　測定構成モジュール
　３６９　ハンドオーバ制御モジュール
　５１　送受信機回路
　５３　アンテナ
　５５　ネットワークインターフェース
　５７　制御装置
　５９　メモリ
　６１　オペレーティングシステム
　６３　通信制御モジュール
　６５　測定構成モジュール
　６７　ＵＥ－Ｒセルモジュール
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　６９　ハンドオーバ制御モジュール

【図１】 【図２Ａ】
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【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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【図５Ａ】 【図５Ｂ】

【図６】 【図７】
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